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「正しかれ」
2001年3月号の『リアホナ』（スペイン語版）

に掲載されたリチャード・G・スコット長老の

記事，｢正しかれ｣に感謝しています。わた

しの娘が年若くして若い男性と恋をしてい

ることが分かったとき，怒りを覚え，不当な

ことを言ってしまいました。しかしその夜，わ

たしはこの若い二人にどのような助けをした

らよいか祈りました。そして翌日，この記事

を読み，答えを見いだしたのです。

娘と話をし，その記事の中から何段落か

を読んだとき，わたしたちは一緒に泣きまし

た。それからその若い男性とも話しました。

その箇所を読んでから，彼に赦
ゆる

しを求めま

した。彼も『リアホナ』を読んでいて，この助

言がわたしだけの意見でないことを理解し

ていました。この勧告をしてくれたのは，主

の使徒なのです。この経験によりわたしたち

3人は一つになることができました。スコット

長老の助言がなかったなら，どうしていたか

分かりません。

ペルー・リマ・チョリヨスステーク，

チョリヨスワード

ロザリオ・コウメナレス

『教師，その大いなる召し』
少し前にわたしはほかの教会に所属し

ている友人を訪問しました。それからという

もの，様々な機会を通して彼にわたしたち

の教会について話をしてきましたが，彼は興

味を示しませんでした。ですから，『教師，

その大いなる召し――福音を教えるための

資料集』を読んでいる，と彼から聞いたとき

には驚きました。彼はその内容に引かれま

した。わたしは教会の会員であり，指導者

でもありますが，まだその本を持っていなか

ったので，どのようにして手に入れたのか尋

ねました。すると，彼はおいからそれをもら

い，そのおいも別のだれかから譲り受けた

ということでした。

わたしは標準聖典と教会の出版物があ

ることを天の御父に心から感謝しています。

それらは末日聖徒ばかりでなく，全世界の

人 に々とっても役立っているのです。

ニカラグア・マナグア・ルベンダリオ地方部，

ルベンダリオ支部

フェリップ・ウルビナ

若人の力になっている，ヒンクレー大

管長の勧告
わたしは今，16歳です。今日

きょう

，人から借り

た『リアホナ』（スペイン語版）を読んでいま

した。読んでいるうちに，預言者の勧告に

どれだけ自分が助けられてきたか思い出し

ました。わたしは教会が真実であることを

知っています。しかし両親はわたしがバプ

テスマを受けることを望んでいません。それ

でも1年半の間，宣教師活動を助けながら，

教会に通っています。

神と語り，神の御心
みこころ

をわたしたちに伝えて

くれる預言者がいるのは，すばらしいことで

す。わたしは総大会や衛星放送を通して，

預言者が若人に清くあるように，また，ほか

の人の良い模範となるように助言している

のを，何度か見ました。この助言のおかげ

でわたしは教会の教えは真実で，だれでも

それを実践するなら助けが得られることを

クラスの友達に伝えることができました。

アルゼンチン・コルドバ西ステーク，

アルト・アルベルディワード

マテオ・ペレーラ
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初
めに二つの経験を紹介したいと思

います。一つは何十年も前，建設

されて間もないワシントンD.C.神殿

での出来事です。大勢の報道記者が詰めかけ

ていました。ほかの教会の建物と概念や目的

が違い，神聖な内部に入ることのできる人も

異なっているこの美しい建物に，彼らは好奇

心を抱いていました。

建物が主の宮として奉献されてからは資格

ある教会員しか中に入れないものの，奉献し

ないうちは１か月ないし１か月半の間，内部

全体をだれでも見学できることを説明しまし

た。また，わたしたちは神殿を世間の目から

隠すつもりはないが，神殿が奉献された後は

非常に神聖なものと考えているので，清い生

活をし，教会の標準をきちんと守っている人

しか入ることはできないことも説明しまし

た。

わたしたちは神殿を建てる目的について話

し，特に，心ある男女ならだれでも関心があ

ると思われる事柄，すなわち永遠の結婚につ

いて説明しました。そのとき，1958年にイギ

リス・ロンドン神殿が奉献される前に公開さ

れたときの経験を思い返しました。

イギリスで会った新婚夫婦
その日，興味を抱いた何千人もの熱心な

人々が，建物に入るために長蛇の列を作って

いました。交通整理に当たった警官が，イギ

リス人がこんなにも教会へ入りたがっている

のを見るのは初めてだと語りました。

建物の見学者は最後にまとめて質問をする

ことになっていました。わたしは夜だけ，宣

教師とともに，質問のある人たちと話をしま

した。ある若いカップルが神殿の正面階段を

下りて来たとき，何かお分かりにならないこ

とはありませんか，と尋ねてみました。する

と，女性が率直にこう答えました。「ええ，

ある部屋で『永遠の結婚』という言葉を聞き

ましたが，それはどういうことですか。」そ

こで，わたしたちは門の近くにある古いかし

の木の下のベンチに腰かけました。指にはめ

られた結婚指輪が二人が夫婦であることを物

語り，握り合った手が互いの愛情の程を示し

ていました。

「さて，先ほどの質問ですが」とわたしは

切り出しました。「あなたがたは地元の教会

で結婚されたのですね。」

「はい，ほんの３か月前です。」彼女は答え

ました。

わたしたち
すべての人の御父は
子供たちを愛し，
子供たちに
最善のものを
与えるために，
人間関係のうちで
最も神聖で崇高な
結婚と家族の関係が
正しい状況の下で
続くように計らって
くださいました。
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日曜日に神殿が奉献された後，この神聖な宮に結婚式をし

にやって来る人たちのために，それと同じ聖なる神権の鍵

が使われると伝えました。その人たちは死によっても分か

たれず，時がたっても滅びないきずなで結ばれるのです。

これがあのときイギリスで，新婚夫婦に述べたわたしの

証
あかし

です。今日
きょ う

皆さんに告げる証もそれと同じであり，わ

たしは世のすべての人々にも同じ証を告げるものです。天

の御父はその子供たちを愛し，子供たちが今も永遠にも幸

福になるよう願っておられます。人間関係のうちで最も意

義深い夫婦と親子の関係に勝る幸せはどこにも見いだせま

せん。

「愛はバラのようなものだろうか」
何十年も前，わたしは大病で入院しているある母親の臨

終の枕
まくら

もとに呼ばれました。程なく彼女は，夫と4人の子

供を残して亡くなりました。下の子は6歳の男の子でした。

痛ましく，つらい，深い悲しみがその場を覆いました。し

かし彼らの涙の奥底から，美しい確かな信仰が輝き出てい

ました。それは，今悲しい別離があるのと同じように確か

に，いつか必ずうれしい再会があるという信仰です。この

夫婦の結婚は聖なる神権の権能により，主の宮でこの世か

ら永遠にわたって結び固められて出発したからです。

女性を真心から愛する男性，男性を真心から愛する女性

であるならば，だれでも自分たちの愛が永遠に続くことを

望み，夢見るものです。しかし結婚は権能によって結ばれ

る聖約です。もしそれが国の権能であれば，国が権限を有

する間しか効力はなく，また，この効力は死によって終わ

りとなります。しかし国の権能に，死を乗り越えた御方か

ら恵みの力が加えられ，夫婦が約束したことを守ってふさ

わしく生活するならば，その関係は死後も続きます。

わたしがはるかに若く，もっと体が丈夫だったころ，踊

った曲にこんな歌詞がありました。

愛はバラのようなものだろうか，
咲いて育って
そして色あせ
夏が過ぎると枯れてしまう。

「牧師さんが司式のとき，別れについても宣言されたの

がお分かりになりましたか。」

「どういうことでしょう。」彼女はすぐに聞き返してきま

した。

「あなたは命が永遠だと信じていらっしゃいますね。」

「はい，もちろんです」と，彼女は答えました。

わたしは続けて言いました。「永遠の愛なしに永遠の命

が考えられますか。御二人とも，互いに別れ別れになった

永遠の幸福を想像できますか。」

すると即座に「いいえ」という答えが返ってきました。

「でも，牧師さんはあなたがたの結婚式で何とおっしゃ

いましたか。わたしが間違っていなければ，こういうこと

を言われたはずです。『病めるときも健康のときも，そし

て富めるときも，貧しいときも，良い日も，悪い日も，命

のあるかぎり』と。それが牧師さんの権能の及ぶ範囲なの

です。つまり死が二人を分かつまでです。もしあなたがた

がその場で質問を投げかけたとしたら，墓を超えて結婚や

家族が存続することはない，と牧師さんははっきり言われ

たことでしょう。」

わたしは続けました。「しかし，わたしたちすべての人の御

父は子供たちを愛し，子供たちに最善のものを与えるため

に，人間関係のうちで最も神聖で崇高な結婚と家族の関係

が正しい状況の下で続くように計らってくださいました。

救い主と使徒たちの偉大で感動的な言葉のやり取りの中

で，ペテロが『あなたこそ，生ける神の子キリストです』

と言うと，主は『バルヨナ・シモン，あなたはさいわいで

ある。あなたにこの事をあらわしたのは，血肉ではなく，

天にいますわたしの父である』と答えられました。主はそ

れからペテロや弟子たちに向かって，こうおっしゃってい

ます。『わたしは，あなたに天国のかぎを授けよう。そし

て，あなたが地上でつなぐことは，天でもつながれ，あな

たが地上で解くことは天でも解かれるであろう。』（マタイ

16：13－19参照）

権能を授与するそのすばらしい機会に，主は使徒たちに，

生死を超えて永遠に及ぶ力を持つ聖なる神権の鍵
かぎ

を授けら

れたのです。これと同じ権能が，昔これを持っていた使徒

たち，つまりペテロ，ヤコブ，ヨハネによって，現在地上

に回復されて存在しています。」そう話してから，今度の

4



これはただのダンス用のバラード曲です。

しかしこれは，互いに愛し合う男女が，時を

超え永遠の将来を見詰めて幾世紀もの間抱き

続けてきた疑問でもあります。

そしてその疑問に対してわたしたちは，そ

んなことはないと答えます。啓示された主の

計画の下では，愛と結婚は，夏が過ぎれば枯

れてしまうバラのようではないことを再度強

調しておきます。愛と結婚は，天の神が永遠

であられるように，確かに永遠です。

しかし，何よりも貴いその賜物
たまもの

は，自制や

徳，神の戒めに対する従順といった代価を払

ってのみ得られるのです。そうした代価を支

払うのは難しいかもしれませんが，真理を理

解すれば，この賜物を得たいという動機が生

まれ，可能となります。

「口から出る証」
あるときブリガム・ヤング大管長（1801－

1877年）はこのように述べました。「様々な

物事を正しく理解したならば，正しい結婚を

するためなら，ここから英国まで旅をせよと

言われても，それをいとう青年はわたしたち

の社会にはいません。また福音を愛し，福音

の祝福を望みながら，違った結婚をするよう

な女性は，我々の社会にはいません。」1

大勢の人が神殿結婚の祝福を受けるために

長い旅をしています。まだ自国に神殿が建て

られる前，ハワイ州ライエ神殿への参入のた

めに，食事を抜いてまでお金を蓄えた日本の

末日聖徒たちを知っています。ヨハネスバー

グに神殿ができる以前には，南アフリカから

イギリスのサリーにある神殿まで，必需品に

も事欠く中で7,000マイル（約1万1,000キロ）

の空の旅をしてきた人々にもお会いしまし

た。彼らの目には輝きがあり，顔には笑みが

あり，口から出る証は，神殿の祝福は自らが

払ったどのような犠牲にもはるかに勝る価値

がある，という言葉でした。

かつてニュージーランドで，オーストラリア

の西岸から来たという男性の証を聞いたこと

があります。民事結婚をした後で妻子とともに

教会に入った彼は，あの広大な大陸を渡りタス

マン海を越えてニュージーランドのオークラン

ドに着き，美しいワイカト渓谷の神殿に参入し

ました。この男性がこのようなことを言ってい

たのを覚えています。「とても神殿訪問する余

裕はありませんでした。我が家の財産といえ

ば，古い車と家具と食器だけでしたので，わた

しは家族に『神殿に行けそうにない』と言いま

した。でも美しい妻やかわいい子供たちの顔

を見詰めたとき，わたしの口を突いて出た言

葉はこうでした。『神殿に行かないわけにはい

かない。主が父さんに力を与えてくださるなら，

うんと働いてまた車や家具や食器は買える。

だが愛するおまえたちを失うことにでもなった

ら，それこそこの世だけでなく永遠に惨めにな

ってしまうからな。』」

啓
示された

主の計画の

下では，

愛と結婚は，

夏が過ぎれば

枯れてしまう

バラのようではなく，

永遠のものです。

しかし，何よりも

貴いその賜物
たまもの

は，

自制や徳，神の戒め

に対する従順

といった代価を

払ってのみ

得られるのです。
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6

ジ
ョニーは

メアリーに

こう言ったと

想像してみてください。

「メアリー，ぼくは

君を愛している。

ぼくの妻に，

ぼくたちの子供の母親

になってほしい。

でも永遠には嫌だ。」

これは愚かな話では

ないでしょうか。

正しく結婚し，正しく生活する
わたしたちの多くはいかに先を見通すこと

もなく，いかに明日を考えずに今日だけにと

らわれていることでしょうか。しかし，明日

という日は確実に来ます。死も別離も確実に

来ます。正しく結婚し，正しく生活するなら

ば，家族のきずなは，必ず訪れる死や過ぎ行

く時を乗り越えて続くのです。そのことを知

るときに得られる平安は，どれほど心の慰め

となることでしょうか。またその確信はいか

に麗しいことでしょうか。人は愛の歌を書き，

歌います。望み，あこがれ，そして夢見るこ



わたしは，この権能の源である主イエス・キリストが実

際に生きておられることを証します。キリストの力，キリ

ストの神権がわたしたちの間に存在し，主の聖なる宮で行

使されていることを証します。主が授けられたものをない

がしろにしてはなりません。それにふさわしく生活し，そ

の恵みにあずかり，主の聖なる神権の聖
きよ

めの力で，皆さん

のつながりを結び固めてください。■

注

1．『歴代大管長の教え――ブリガム・ヤング』181

2．Gospel Doctrine, 第5版（1939年），272

ともあります。しかし，時と死の力を超えた権能で結び固

められなければ，それらは皆，ロマンチックなあこがれに

しかすぎません。

昔，ジョセフ・Ｆ・スミス大管長（1838－1918年）はこ

う語りました。「主の家は秩序の家であって混乱の家では

ありません。……これはさらに神の律法と神の家の秩序に

従わずに，この世から永遠にわたって結び合わされること

は決してないという意味です。人々はそれを望み，この世

において形の上でそれができるかもしれません。しかし，

神の権能により，御父と御子と聖霊の御名
み な

によって執行さ

れ，認められないかぎり，その結びつきは何の効力も有し

ません。」2

まとめるに当たって，一つの話をしましょう。実話では

ありませんが，そこに流れている原則は真実です。満月が

輝き，バラが花開くとき，若い二人の間に聖なる愛が熟し

たとしましょう。ジョニーはメアリーに言いました。「メ

アリー，ぼくは君を愛している。ぼくの妻に，ぼくたちの

子供の母親になってほしい。でも永遠には嫌だ。ある期間

だけで，後はさよならだ。」するとメアリーは月の光に涙

を浮かべて言いました。「ジョニー，あなたはすてきだわ。

世界にたった一人しかいない人よ。あなたを愛しています。

わたしの夫に，わたしたちの子供の父親になってください。

でもほんのしばらくだけ。それでさよならよ。」

愚かな話ではないでしょうか。しかし，「新しくかつ永

遠の聖約」（教義と聖約132：19）によって永遠に結ばれる

機会があるのに，それに目を向けることなく，死によって

終わる結婚を選ぶ人たちは，この男女のプロポーズの言葉

と実際は同じことを言っているのではないでしょうか。

永遠の命
命は永遠です。天の神は永遠の愛と永遠の家族関係を実

現されました。

神の祝福があって，皆さんが結婚を待ち望み，あるいは

結婚について深く考えるとき，報いのある交わりやこの世

の全生涯にわたる実り豊かな家族関係を探し求めるだけで

なく，神の約束の下で愛と貴い交わりを確かめ合える，い

っそうすばらしい状態に目を向けることができますよう

に。

ホームティーチャーへの提案

よく祈って準備した後，あなたが教える人々の参加

を促すような方法を用いて，このメッセージを分かち

合ってください。次に挙げるのはその一例です。

1．これまで隣人や友人に永遠の結婚について説明し

なければならなかったことがあるか，担当家族に尋ね

る。もし説明を求められたら，どのように話せばよい

と思うか，意見を出してもらう。ヒンクレー大管長が

イギリスで出会った新婚夫婦にどのように説明したか，

一緒に読む。家族を二つのグループに分け，永遠の結

婚について説明する練習をする。

2．家族にバラの花またはそのほかの花を見せる。愛

はどのような点で花に似ており，どのような点で似て

いないか尋ねる。「愛はバラのようなものだろうか」の

項を一緒に読む。主の計画は愛と結婚が永遠のものと

なることを目的としていることを証する。

3．適切であれば，担当家族がプロポーズのときに言

った言葉，あるいは言おうと思う言葉について話し合

う。その後，ヒンクレー大管長のメッセージから最後

の5段落を読む。現在どのような状況に置かれていよう

とも，永遠の結婚と愛に満ちた家族を優先するよう，

家族に勧める。

7／ 22 00 00 33 年年 77 月月 号号
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18
46年から1847年にかけて

の冬，ウィンタークォー

ターズ（ミズーリ川西岸

のインディアン特別保護区内の入植

地。現在のオクラホマ州内に位置す

る）には，約3,500人の聖徒たちが，

丸太小屋や粗末な家に住んでいまし

た。ミズーリ川を挟んだ対岸のアイ

オワ州には，さらに2,500人が野営し

ていました。だれもが，西方のシオ

ンへ向かって出発できる春を待ちわびていました。

その冬は，聖徒たちにとって大変苦しいものでした。「ぬかる

んだ」アイオワ州を横断して衰弱していたうえに，食料や生活用

品もほとんどなく，雨風を避ける場所にも事欠いていたのです。

新鮮な野菜が不足していたために，壊血病にも悩まされました。

さらに男性500人がモルモン大隊に取られており，多くの女性が

上――ネブラスカ州ウィンタークォーターズ神殿。右ページ――日の栄

えの部屋に描かれている命の木



あらかじめ描かれた

図柄に従って

ガラスを切る職人。
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独りで家族の世話をしなければなりませんで

した。

ウィルフォード・ウッドラフ大管長

（1807－1898年）は，この冬の状況を次のよ

うに記しています。「聖徒たちがこれほど大

きな艱難
かんなん

に遭い，これほど速く衰弱していく

のを見たことがない。」1

今日
こんにち

の末日聖徒にとって，この地と，この

地で多大な犠牲を払った開拓者たちは，畏敬
いけ い

の対象です。この地には，開拓者の犠牲の記

念碑とも呼ぶべき開拓者墓地があり，その隣

には，ネブラスカ州ウィンタークォーターズ

神殿が建っています。この神殿は，まさに神

聖な地に建つ聖所なのです。

トム・ホールドマン作の芸術的なステンド

グラスが，この神殿の神聖さを強調していま

右上――セゴユリと

「生ける水の源」

（1ニーファイ11：25）

の一部。

右下――ロビーと

バプテスマ室を仕切る壁

の一部として取り付けら

れた窓。

右ページ――大空に

広がる星座を表す

ステンドグラス。

教会が組織された

1830年4月6日に

見えた北極星と北斗七星

も含まれている。

10

写真／○c 2001 INTELLECTUAL RESERVE, INC.



ガラスの断片を

図案に合わせて組む

ところ。
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す。金色の天使モロナイ像の下に明るく輝く

6枚のステンドグラスは，その一例です。こ

の6枚のうち，上の3枚は天を表しています

（11ページ参照）。各パネルには羅針盤が描か

れており，それぞれの羅針盤の中心には星と

月とがあり，星の栄えの王国と月の栄えの王

国を表しています。羅針盤の外輪に達してい

る太陽光線は，日の栄えの王国を表すもので

す。下の3枚には川と，波のようにうねる丘

と，野の花とが描かれています。

長方形やひし形の模様がこの6枚のパネル

を縁取っています。長方形はパッチワークの

丸太小屋模様で，ウィンタークォーターズを

築いた開拓者たちを思い起こさせます。ひし

形の模様は，ウィンタークォーターズが築か

れる前からその地に定住していたインディア

右――走行距離計が描か

れているこの絵を含め，

2階の待合室（下）の

窓には，開拓者の様子を

描いたステンドグラスが

12枚飾られている。



細長い，溝の入った

鉛線を用いて

ガラス同士を

つなぐ。
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右上――オリーブの枝を

描いたステンドグラスの

一部。

右下――モルモン街道

沿いに生息する

アキノキリンソウ，

セゴユリ，その他の

野の花をあしらった

ステンドグラスの一部。

右ページ――神殿の

バプテスマフォント。

ン，オマハ族の文化を思わせます。

神殿中の至る所には，「まことのぶどうの

木」（ヨハネ15：1参照）と「生ける水」（ヨ

ハネ4：10参照）をかたどったステンドグラ

スが配置されていますが，それはまさに神殿

の目的にかなっています。なぜなら神殿は主

の宮であって，末日聖徒が永遠の聖約を交わ

す場所だからです。聖徒たちがなぜ「キリス

トのもとに来」るのかといえば（モロナイ

10：30），主が「世の命であり光であ〔られ

る〕」からなのです（教義と聖約11：28）。

この歴史的な地に建ち，多数の象徴的なス

テンドグラスを施したウィンタークォーター

ズ神殿の壁の内側では，主の民が救い主を礼

拝しています。――歴史の断片と光のかけら

に囲まれながら。■

注

1．Wilford Woodruff Journals，1846年11月17－21日，

家族・教会歴史部記録保管庫



細長い鉛線が

ハンダで接合され，

1枚のステンドグラ

スが出来上がる。
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教会は世界中で
目覚ましく発展して
います。そのため，
わたしたちは
予見された神の王国
の栄えある将来像に
心を奪われがちです。
しかし明るい希望を
もって将来を
展望するときに，
立ち止まって，
謙遜
けんそん

な開拓者の
信仰に目を向ける
ことも必要です。

18
46年，1万人以上の人々が，ミシシッ

ピ川沿いに築かれたあの繁栄した

町ノーブーを後にしました。初期の

教会員は，預言者である指導者たちを信じ，

「美しい町」を離れてアメリカ最果ての地であ

る荒れ野へと足を踏み入れたのです。聖徒た

ちはその行き先をはっきりとは知りませんでし

た。どのくらいの距離を行くのかも，どれほど

の期間を旅するのかも，将来どうなるのかも分

かりませんでした。しかし聖徒たちは，主と主

の僕
しもべ

たちに導かれているという確信があった
のです。信仰が彼らを支えました。彼らは「ま

だ見ていない真実のこと」を待ち望んでいまし

た（アルマ32：21）。いにしえのニーファイのよ

うに「前もって自分のなすべきことを知らない

まま，御霊
みた ま

に導かれて行った」のです（1ニーフ

ァイ4：6）。

暴徒は1844年6月27日，預言者ジョセフと兄

ハイラムの命を奪いました。1845年の9月，当

時十二使徒定員会会長として教会を導いてい

たブリガム・ヤングは，暴徒の攻撃が増すのを

恐れて，翌年の春には聖徒たちを引き連れて

ノーブーを脱出すると発表しました。ブリガ

ム・ヤングからこの発表を聞いたとき，ノーブー

に住んでいた大半の人々はその言葉を心から

信じました。それが主の御心
みこころ

であると信じた

のです。彼らは信仰を行使して，主の指示に

従いました。1845年から1846年にか

けての秋と冬，教会員は懸命に旅の

準備をしました。

ニューエル・ナイトの妻リディ

アは，ノーブーを離れることにな

ったこと，つまりまたもや聖徒

が移動しなければならなくな

ったことを夫から聞いたと

き，確固とした信仰をもって

こう答えました。「何も話し合う

必要はありません。わたしたちの

住むべき所は神の王国なのですか

ら。すぐに出発の準備をしましょ

う。」1 ニューヨークからオハイオ

へ，次いでミズーリへ，さらにイ

リノイへと，多くの聖徒がすでに

何度も移動を経験していました。ナイト兄弟

もその度に家族とともに移動を繰り返してき

たのです。リディア・ナイトは，神の御心だ

と確信したことに対して，献身的で従順でし

た。彼女のこのような姿勢は，初期の勇敢な

聖徒たちの信仰を如実に表しています。

「美しい町」を離れ
暴徒からの攻撃の可能性が高まり，政府が

介入するといううわさも広まったため，ヤン

グ会長は，寒さが和らぐのを待たずに聖徒た

ちを脱出させざるを得ませんでした。1846年

2月4日に，ヤング会長は第一陣の開拓者の家

族にノーブーを出るよう指示しました。冬の

十二使徒定員会

ジョセフ・B・ワースリン

わたしたちは皆，神の王国で
仕えることができます。

開
拓
者
、
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
、
ノ
ー
ブ
ー
神
殿
の
絵
／
ラ
リ
ー
・
ウ
ィ
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ボ
ー
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信仰をた信仰をた
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寒い日のことでした。これらの家族は，荷物

を満載した荷馬車を駆り家畜を連れてパーリ

ー通りを進み，渡し場で荷馬車を船に積んで

アイオワへ渡ったのです。ミシシッピ川には

氷の塊が流れ，荷馬車を載せた平底の船にぶ

つかって砕けました。しかし数週間後には，

気温がさらに下がって川が凍ったおかげで，

荷馬車は氷の上を渡り，もっと簡単に向こう

岸に渡ることができるようになりました。

1996年3月の上旬，ワースリン姉妹とわた

しはノーブーを訪問しました。とても寒い日

でした。冷たい風に吹かれながら，大きなミ

シシッピ川を見詰めて立っていたとき，愛す

る町を後にした聖徒たちに対する深い感謝の

念がわいてきました。どのようにして生き延

びることができたのか不思議でなりませんで

した。不確実な将来にすべてを託し，すべて

をなげうって出立した開拓者たちは，何と大

きな犠牲を払ったことでしょう。

「美しい町」を追われて，再び

帰れるという望みもなく，

川を越えるために荷馬

車を操りながらパ

ーリー通りを下っ

ていった開拓者の

目から多くの涙が

流れたのも不思議

ではありません。

ミシシッピ川を

渡った開拓者たち

は，西部のロッキ

ー山脈に向かう前に，

シュガー・クリークに一時

的にキャンプを張りました。

父母たちの信仰
1846年2月15日，アイオワの野営地でブリ

ガム・ヤング会長が開拓者団に合流したと

き，主は近代の「イスラエルの陣営」を組織

するようにとの啓示を与えられました。そし

て3月1日に，先発隊が西へ向かってアイオワ

横断を開始しました。寒さ，雪，雨，ぬかる

み，病気，飢え，死といった苦難が，頑健な

開拓者を襲い，信仰を試しました。しかし開

拓者たちは，指導者に従うと固く決心してい

ました。いかなる犠牲を払っても，神の御心

と信じたことを行う決意があったのです。信

仰が試されました。非常に困難なときには，

動揺する人々もいました。しかし決して屈す

ることはありませんでした。多くの人々は，

ノーブー神殿の儀式から得た確信に支えられ

たのです。

多くの姉妹たちにとって，道中の過酷な状

況で出産することは，最も苦しい経験でした。

エライザ・R・スノーはこう記しています。

「〔開拓者が〕旅を進めていくにつれ，女性た

ちは今までに経験したことのない，ありとあ

らゆる状況の下で出産しました。嵐
あらし

や吹雪の

中，テントや荷馬車の中で出産した人もいま

す。」スノー姉妹は続けてこう記しています。

「雨の中，出産する場所がなく，地面に何本

か棒を立て，棒と棒の間に毛布を

取り付けて壁とし，さらにそ

の上から木の皮をかぶせて

屋根にしたという話を

聞きました。心優し

い姉妹たちは皿を

持って立ち，滴る

雨を受け……たの

です。こうして，

まさに人としての

この人生を始めよ

うとする赤ん坊と

その母親を，降り

しきる雨から守ったの

でした。」2

これらの善良な姉妹たちは

何と大きな犠牲を払ったことでし

ょう。出産の際に命を失った母親もいました。

多くの赤ん坊が命を落としました。わたしの

妻の祖母，エリザベス・ライターも，ウィン

タークォーターズで生まれました。嵐の中，

幌
ほろ

付き荷馬車で生まれたのです。幸いにも，

母子ともに生き延びることができました。当

時の話をよくしてくれた義理の祖母エリザベ

スの言葉から，命を授けてくれた母親への愛
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回
復された

完全な福音

の知識と

いう祝福に

あずかっている

わたしたちは，

前を歩いた人々に

感謝しなくては

ならない立場に

あります。

この先駆者たちは，

神の王国を

築き上げるために

計り知れないほど

多くのものを

ささげてきました。

彼らの犠牲を通して，

今日
こんにち

神の王国は

世界中に確立されて

いるのです。

まさに

奇跡と言えます。



開
拓者が

「美しい町」

を離れてから

150年がたった現在，

イリノイ州ノーブー神殿

は再び建設され，

奉献されました。

開拓者たちの信仰は

教会の土台となり，

教会はこの土台の上

にいつまでも

栄え続けるのです。

が伝わってきました。祖母が生まれるとき，

雨漏りのする幌馬車の中には，祖母の母に傘

をかざしてくれた手があったことを，感慨深

げに語ってくれたものです。

先祖の父たちが示した信仰と，母たちが払

った無私の犠牲を決して忘れないようにしよう

ではありませんか。開拓時代の聖徒たちは，

従順のすばらしい模範を示してくれたので

す。わたしたちは「キリストのもとに来る

ようにすべての人を招〔き〕」（教義

と聖約20：59），

人々が「キリス

トによって完全

になる〔よう〕」（モロナイ10：32）助ける業

に召されています。この業にキリストの僕と

して雄々しく励もうと努力するときに，開拓

時代の先祖のことを忘れないようにしようで

はありませんか。

回復された完全な福音の知識という祝福に

あずかっているわたしたちは，前を歩いた

人々に感謝しなくてはならない立場にありま

す。この先駆者たちは，神の王国を築

き上げるために計り知れないほど

多くのものをささげてきました。彼

らの犠牲を通して，今日
こんにち

神の王国は

世界中に確立されているのです。ま

19／ 22 00 00 33 年年 77 月月 号号

左
―
―
イ
リ
ノ
イ
州
ノ
ー
ブ
ー
神
殿
と
神
殿
の
天
窓
の
写
真
／
ウ
ェ
ル
デ
ン
・
C
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
。
右
―
―
写
真
／
ノ
ー
ブ
ー
神
殿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
厚
意
に
よ
り
掲
載

上
―
―
写
真
／
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
Ｄ
・
オ
ー
レ
ッ
ド
、C

H
U
R
C
H
N
E
W
S

。
中
央
―
―
写
真
／
ラ
ベ
ル
・
コ
ー
ル
、C

H
U
R
C
H
N
E
W
S

下
―
―
写
真
／
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ェ
ー
コ
ブ
セ
ン
。
金
槌

か
な
づ
ち
と
の
み
の
写
真
／
末
日
聖
徒
教
会
記
録
保
管
庫
の
厚
意
に
よ
り
掲
載



くださる，と断言しました。その祝福は生活を

豊かにし，より良いものとしてくれます。ファウ

スト副管長はこう説明しています。「この教会

は必ずしも偉大な人々を引き寄せるためにあ

るわけではなく，むしろ，平凡な人々がこの教

会によって偉大な者となることの方が多いので

す。……

この教会が，設立当初の小さな状態から今

日の力を得るまでに発展したのは，謙遜で忠

実な大勢の〔会員たち〕の忠誠心と献身があっ

たからです。彼らは5つしか持っていないパン

と2匹しかない小さな魚を主の業にささげたの

です。」5

教会は世界中で目覚ましく発展しています。

そのため，わたしたちは予見された神の王国

の栄えある将来像に心を奪われがちです。し

かし明るい希望をもって将来を展望するのと

同時に，立ち止まって，謙遜な開拓者の信仰に

目を向けることも必要です。開拓者の信仰は教

会の土台となり，教会はその土台の上にこれ

からも栄え続けるのです。

能力の限りを尽くして主の業に献身しようで

はありませんか。この偉大な大義の中で，忠実

に働くことにより，いにしえの聖徒の信仰をた

たえ，敬うことができますように。預言者に従

うことで「キリストのもとに来て神の慈
いつく

しみに

あずかる」ことができますように（モルモン書ヤ

コブ1：7）。■

この話は，1996年4月の総大会の説教を基に書かれま

した。

注

1．R・スコット・ロイド，“Commemorating 1846

Exodus,”Church News，1996年2月10日付，3で引用。

2．B・H・ロバーツ，A Comprehensive History of the

Church，第3巻，45で引用。

3．ジョセフ・L・ワースリン，A Heritage of Faith，リチ

ャード・ビトナー・ワースリン編（1964年），47

4．「行動する神権者」『聖徒の道』1993年1月号，55参照

5．「5つのパンと2匹の魚」『聖徒の道』1994年4月号，6

参照
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わ
たしたちは

開拓者の

信仰の土台の

上に栄えていくことが

できます。

忠実に仕えることで，

神が用意しておられる

祝福を受けるに

ふさわしくなるのです。

神の祝福は

わたしたちの生活を

豊かにし，

より良いものと

してくれます。

さに奇跡と言えます。先祖の恩に報いる「最

良の方法は，この大いなる大義のために仕え

ることなのです。」3

平凡な人々
だれであろうと，才能，能力，経済力，教育，

経験にかかわりなく，すべての人は神の王国で

奉仕することができます。謙遜
けんそん

，祈り，勤勉，

信仰をもって奉仕するならば，わたしたちを召

された主は，わたしたちをその召しにふさわし

い者にしてくださいます。自分はふさわしくな

いと感じる人もいるでしょう。また，主にささ

げられるものがほんのわずかしかないため，

自信が持てない人もいるでしょう。しかし主は

わたしたちが不完全な状態にあることをよく知

っておられます。弱さを御存じなのです。毎日

の生活で直面する問題もよく理解していらっし

ゃいます。使徒パウロはヘブル人への手紙の

中でこう述べました。救い主は「わたしたちの

弱さを思いやることのできないようなかたでは

ない。」なぜなら主は「わたしたちと同じように

試練に会われた」からです（ヘブル4：15－16）。

トーマス・S・モンソン第一副管長は，この偉

大な大義のために進んで奉仕することの重要

性を次のように教えています。「わたしたちは

十分に，御霊に波長を合わせているでしょう

か。主に名を呼ばれたときに，サムエルのよう

にその声を聞き，『ここにおります』と答えるこ

とができるでしょうか。どのような召しを受け

ても，勇気と固い決心をもって奉仕する，不屈

の精神と信仰を持っているでしょうか。それが

あれば，主はわたしたちを通して力強い奇跡

を起こすことがおできになるのです。」4（サム

エル上3：4参照）

ジェームズ・E・ファ

ウスト第二副管長は，

わたしたちの能力

にかかわりなく，神

は忠実な働きを受

け入れてくださり，さ

らに，御自分が用意し

ておられる大いなる祝

福を受ける資格を与えて

イ
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州
ノ
ー
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ジ
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・
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瓶
の
写
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／
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日
聖
徒
教
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記
録
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管
庫
の
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あなたがささげる物はわずかかもしれません。

でも，すべてをささげているのなら，それで十分なのです。

（マルコ12：41－44参照）

心　 を 尽　 く し　 て

神を愛しなさい
心　 を 尽　 く し　 て

神を愛しなさい
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ニ
ューヨーク州パルマイラ神殿の奉献

式がステークセンターで中継放送さ

れるという話題で，ステークは持ち

切りでした。ステークの会員たちは期待に胸

をふくらませていました。わたしも奉献式の放

送は楽しみでしたが，チケットをもらうのを何

となく先延ばしにしていました。

奉献式の当日になってやっと副監督に話し，

チケットを手に入れました。副監督からチケッ

トを手渡されると，わたしはそれを見ることも

なくハンドバッグに入れました。聖餐
せいさん

会で奉献

式について何か発表がありましたが，もうすで

にチケットを持っていたので，よく聞いていま

せんでした。

その日，家に帰ると，奉献式のことも忘れて

あれこれと忙しくしていましたが，あと15分ほ

どで奉献式が始まるというときになって，さあ

そろそろ行かなくてはと腰を上げました。白

いハンカチをハンドバッグに入れ，チケットが

先ほど入れたところにあるかどうか，もう一度

確認もしました。準備万端です。

家族は，早く来るようわたしに言い残し，い

い席を取るため先に出かけていました。わた

しも一緒に行きたかったのですが，支度がで

きていなかったので，後から一人で行くことに

したのです。

教会の駐車場に車を入れましたが，ほぼ満

車だったことに驚きました。車はあふれるほど

あるのに，人は見当たりません。わたしは最

初，遅刻でもしたのかと思い，ヒヤッとしました。

でも腕時計を見ると，奉献式の開始までまだ5

分あります。

階段を上って教会のドアを開けようとしまし

たが，鍵
かぎ

がかかっていました。わたしはうろた

えました。でも，ある決まったドアからだけ人を

入れるのだとどこかで聞いたのを思い出し，そ

れがどのドアなのかは分からなかったので，ド

アというドアを全部開けてみることにしました。

教会の周りを回ってドアを引っ張り，ちょっとガ

タガタと動かし，いらいらしながら開けようとし

ましたが，どのドアも開きませんでした。

残る最後のドアに歩み寄ったときには，胸が

どきどきしました。そのドアを開けようとしまし

たが，これにも鍵がかかっていました。ロビー

をのぞいてみましたが，だれもいません。礼

拝堂のドアは閉まっていました。悲しいことに，

皆，中に入ってしまっていることに，ようやく気

づきました。外にいて，中をのぞき込んでいる

のはわたしだけだったのです。

ひどくがっかりして車に戻りましたが，歩きな

がら，もう一度奉献式の時間を確かめようと思い

ました。ハンドバッグの中を探してチケットを見

つけ，時間は間違えていないことを確認しまし

た。自分は締め出されたのだと思うと，怒りが込

み上げてきました。どうして入れないの？こんな

歴史的な出来事に立ち会えないなんて！

チケットを裏返して驚きました。裏にも何か

書いてあったのです。おや，と思って読んでみ

締め出されて締め出されて

わ
たしは惨め

にも，ステーク

センターの外

に独りぽつんと

取り残されてしまい

ました。

わたし以外，

家族も友達も皆，

中にいるのです。

もっとしっかり

準備しておくべき

だったのです。

ミッシェル・トーリー

絵／サム・ローラー
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ると，奉献式開始の30分前には着席しているこ

と，という指示がはっきりと印刷してありました。

なぜもっと早くこれを読まなかったのかしら。

わたしはチケットの裏面を読んでいませんでし

た。受け取るとすぐ，バッグにしまい込んでしま

ったのですから。ごく簡単な準備ができていな

かったのです。車に戻って腰を下ろすと，悲し

みのあまり動くこともできませんでした。自分は，

10人のおとめのたとえに出てくる5人の愚かな

おとめのような者だと感じました。ランプの油が

切れていたため，婚礼の席に着けずに外に取

り残されてしまったのです。ほかの5人は花婿

とともに，中で席に着いているというのに。

マタイによる福音書第25章に出てくるこの話

を読む度に，5人のおとめのことを何て愚かな

のだろう，と思ってきました。油をたっぷりと

買っておくことなど簡単だと思えたのです。油

とランプがわたしたちの証
あかし

と聖なる御霊
みた ま

の導

きを指すことは知っていました（教義と聖約

45：57参照）。神殿の奉献式に出席する準備

ができていると思っていたのに，わたしは今，

礼拝堂で預言者の言葉を聴いてはいません。

独りぽつんと駐車場に残されたわたしは，

気がつきました。チケットを持っているだけで

は十分ではないのです。キリストが来られる

日，その場にいるだけでは不十分です。あら

ゆる点で準備をし，常にランプを油で満たし

ていなければなりません。油はたっぷりある，

と思っているだけではだめなのです。

家に向かって車を走らせながら，涙が止ま

りませんでした。わたしだけ，というのはつら

いことでした。友達も家族も礼拝堂の中で霊

を鼓舞されているというのに，一緒に出席で

きなかったのですから。わたしは決意しまし

た。これからは油が十分にあるよう，できる限

りのことをして備えようと。準備ができず外に

取り残されてしまう人の中に数えられるので

はなく，喜ばしい婚礼の席に着きたいのです。

■

ミッシェル・トーリーはカリフォルニア州コロナステーク，

エルセリトワードの会員です。
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も
っと怖いと

思ったのは，

霊的な備えが

できていないために，

天の御父と

家族のもとから

永遠に締め出されて

しまうことでした。

『リアホナ』25ページは，「チャーチ・ニュース」と「フレンド」の後に続きます。



家庭訪問メッセージ

誘惑と戦う備え

以
下のメッセージから訪問先の姉

妹たちの必要に合った聖句や教

えを祈りの気持ちで選び，読ん

でください。自分の経験や証
あかし

を分かち合

い，あなたが教える人々も同様に行うよ

う勧めてください。

永遠の見地から考えることは，誘惑と戦

ううえでどのような助けとなるでしょう

か

アルマ書第34章39節――「悪魔の

誘惑に惑わされることなく，悪魔に打ち

負かされることなく，終わりの日に悪魔

の手下になることのないように，絶えず

祈りに心を配〔りなさい。〕見よ，悪魔

はあなたがたに決して良いものを報いと

して与えないからである。」

大管長　ハワード・W・ハンター

（1907－1995年）――「誘惑や病気，

苦痛，悲しみがなければ，善も徳も，幸

福や喜びに対する感謝もありません。反

対の法則があるからこそ自由に選べるよ

うになるのです。天の御父は子供たちに

こう命じておられます。『あなたがたは

今日
きょう

，あなたがたを造られた主なる神に

仕えることを選びなさい。』（モーセ6：

33）神はわたしたちに，御霊
みたま

に従い，誘

惑に打ち勝つよう教えておられます。」

（「神は人々を試される」『聖徒の道』

1980年9月号，36参照）

中央初等協会会長　コリーン・K・メ

ンラブ――「教会の中にも幸せではな

い人や，普段は幸せでも精神的な圧迫や，

心配事，試練，落胆などを時々経験して

いる人たちがい〔ます。〕これも偉大な

幸福の計画の一部なのです。死すべき状

態とは試験と試練のときであり，わたし

たちが苦痛やつらい気持ちを味わうとき

が必ずあるということなのです。しかし，

永遠の計画を根気よく信じ続けることに

より，わたしたちは日々幸せを経験し，

『いつまでも続く幸福』を得られるとい

う希望を持つことができます。」（「いつ

までも幸せに暮らす」『リアホナ』2000

年7月号，14）

どうしたら誘惑と戦う備えができるでし

ょうか

マタイによる福音書第26章41節――

「誘惑に陥らないように，目をさまして

祈っていなさい。」

第一副管長　トーマス・S・モンソン

――「神殿を愛し，神殿で喜びを見いだ

し，神殿に参入するにつれて，わたした

ちの生活は信仰を映すものとなります。

神の聖なる宮を訪れるとき，またそこで

交わした聖約を思い出すとき，あらゆる

試練を堪え忍び，一つ一つの誘惑に打ち

勝てるようになるのです。」（Be Your

Best Self〔1979年〕，56）

第二副管長　ジェームズ・E・ファ

ウスト ――「サタンの力を恐れて身を

すくめる必要はありません。わたした

ちが許さないかぎり，彼はわたしたち

に対して何の力も持つことができな

いのです。彼は実際にはおく病者で

あり，もしわたしたちが確固とした態

度を執るならば，退いていきます。」

（「大いなる偽り者」『聖徒の道』

1988年1月号，39参照）

十二使徒定員会　リチャード・G・ス

コット――「正義を選ぶと固く決意し，

個人の標準を確立してそれらを守ると聖

約し，誘惑に遭ったときにも自分の標準

に従って行動するならば，あなたは強め

られ，必要なときに自分の能力以上の力

が与えられることに気づくでしょう。は

っきりとした計画を持たないまま誘惑と

の戦いに飛び込んで行くときに，難しい

状況に立たされるのです。」（「正しかれ」

『リアホナ』2001年3月号，14）

誘惑に負けそうなとき，どうすればよい

でしょうか

大管長　ゴードン・B・ヒンクレー

――「時にはつまずくこともあります。

わたしは，悔い改めと赦
ゆる

しという偉大な

原則について主に感謝しています。ボー

ルを落とすような失敗をしたり，間違い

を犯したりした者に対し，主は，その過

ちや罪を赦し『もうそれを思い起こさな

い』という慰めとなる言葉を述べておら

れます。」（「ボールを落とさないように」

『聖徒の道』1995年1月号，56）■
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救い主は
霊界にいる忠実な霊に
御姿
みすがた

を現し，
「永遠の福音と
復活の教義，堕落からの
人類の贖

あがな

い，および
悔い改めを条件とする
個人の罪からの贖い
について」
宣
の

べ伝えられたのです。

バプテスマの必要性
イエスが死後霊界を訪れられた理由を理解

するには，エルサレムにおける最初の宮清め

の日の夜にさかのぼる必要があります。「ユ

ダヤ人の指導者」という高い地位にあったニ

コデモは，深く関心のある事柄について話し

合おうと，救い主のもとにやって来ました。

ニコデモは主を「神からこられた教師」であ

ると認めていました。イエスは彼に教えて言

われました。「だれでも，水と霊とから生れ

なければ，神の国にはいることはできない。」

（ヨハネ3：1－2，5）

このように，神の王国に入りたいと願う人は，

バプテスマを受ける必要があるのです。この

地上で唯一罪のない御方であったイエス・キ

リストでさえ，全人類に設けられたこの条件に

従われました（2ニーファイ31：5－7参照）。1

バプテスマを受けていない人に対する憐
あわ

れみ
と正義
主の救いの計画は様々な呼び名で知られて

います。その一つが「憐れみの計画」です

（アルマ42：15）。憐れみは，思いやりと赦
ゆる

し

を意味し，一方正義は，罰と報いを表してい

ると言えます。しかし神の正義には，公正や

公平など，より穏やかな特質もあります。

責任能力を持つあらゆる人がバプテスマを
受ける必要がある一方で，福音を聞きバプテ
スマを受けるかどうか，選択する機会もない
まま亡くなった人々が何十億といます。この

「父
よ，わたしの霊をみ手にゆだねま

す。」（ルカ23：46）イエスが十字

架上でこう言われた後，主の不死

の霊は肉の体を離れました。命がなくなった

主の体は墓に横たえられ，入り口は石でふさ

がれました。

しばらくして，墓に集まっていた女性たち

に向かい，天使たちがこう宣言しました。「そ

のかたは，ここにはおられない。よみがえら

れたのだ。」（ルカ24：6）イエスの霊は再び

体に戻り，二度と分離することのない栄光に

満ちた霊と肉体の結合体となったのです。

イエスの死と復活の事実は，キリスト教各派

で基本的な教義として認められています。しか

し，その死から復活されるまでイエスの不死

の霊が何をしておられたかについては，末日聖

徒を除くすべての人々にはなぞとなっていま

す。この間にイエスが執られた行動の重要性

は，世界中で進められている神殿建設に教義

上の意義を与えるものです。さらに，主がなさ

ったことへの証
あかし

は，愛する者の死を悲しむ人

にとって大きな慰めとなることでしょう。

霊界を訪れられた

救い主
霊界を訪れられた

救い主
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七十人

スペンサー・J・コンディー

イエスがその死と復活の間に
なさったことは，神殿建設に
教義上の意義を与えるものです。





世
の救い主が

十字架に

おかかりに

なったとき，

「地がうめき，もろもろ

の岩が裂け」ました。

そして復活の時に，

「聖徒たちが

よみがえって，

人の子の右において

栄光の冠を受け」た

のです。

ような状況で，どうして主の計画が憐れみ深
く，公平であると言えるのでしょうか。使徒
ペテロは神が用意された方法を次のように説

明しています。「キリストも，あなたがたを

神に近づけようとして，自らは義なるかたで

あるのに，不義なる人々〔わたしたち〕のた

めに，ひとたび罪のゆえに死なれた。ただし，

肉においては殺されたが，霊においては生か

されたのである。」（1ペテロ3：18）キリスト

がこのようになさったのは，永遠の命という

賜物
たまもの

をすべての人々に与えるためでした。

使徒ペテロは続けてこう言っています。

「こうして，彼〔イエス・キリスト〕は獄に

捕われている霊どものところに下って行き，

宣
の

べ伝えることをされた。」（1ペテロ3：19）

霊界にいる人々とはだれのことでしょう
か。この世の生涯を終えた義人と悪人です。
ノアの時代に不従順であったり，福音を拒ん

だりした人々や（ジョセフ･スミス訳1ペテロ

3：20参照），何千年も霊界にとどまっていた

人たちもいます。

霊界で福音が宣べ伝えられたのはなぜでし
ょうか。それは，死者が悔い改めて神の御心

みこころ

に従って生きるようになるためです（ジョセ

フ･スミス訳1ペテロ4：6参照）。憐れみと正

義が成立するためには，肉において福音を聞

く機会がないまま世を去った人たちが，霊界

でその機会を得る必要があるのです。また，

この世で福音を拒んだ人たちが，もう一度福

音を聞く機会を得ることも必要です。

従順な人たちはどうなるのでしょうか。イ
エス・キリストの福音を受け入れて，従った

人たちも同じように霊界に住みます。預言者

エノクは，世の救い主が十字架におかかりに

なり「地がうめき，もろもろの岩が裂け」る

のを予見しました。また，イエス・キリスト

の復活に伴い，「聖徒たちがよみがえって，

人の子の右において栄光の冠を受け」るのを

見たのです。霊界の従順な者たちは，栄光あ

る復活体となって出て来ました。そして「残

りの者〔邪悪な者〕は，大いなる日の裁きま

で暗闇
くらやみ

の鎖につながれていた」のです（モー

セ7：56－57）。このように，従順な人たちは

霊界に行き，自らが復活する日を待つのです。

預言者アルマは，忠実な者たちは待ってい

る間，「パラダイスと呼ばれる幸福な状態，

すなわち安息の状態，平安な状態に迎え入れ

られ，彼らはそこであらゆる災難と，あらゆ
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る不安と憂いを離れて休む」と教えました（アルマ40：12）。

主の訪れによる劇的な変化
救い主が霊界を訪れられたことで，従順な者たちはすば

らしい恵みを受けました。そのことは，ジョセフ・F・ス

ミス大管長（1838－1918年）が受けた示現に見ることがで

きます。スミス大管長は，救い主がおいでになる直前の霊

界を見ました。従順な者たちの霊は，「一つの場所に集ま

〔り〕」，「喜びと楽しみに満たされ，解放の日が近づいたの

で，ともに喜んでい」ました（教義と聖約138：12，15）。

救い主は彼らに御姿
みすがた

を現し，栄光ある復活の日が来たこ

とを宣言なさいました。主は「永遠の福音と復活の教義，

堕落からの人類の贖
あがな

い，および悔い改めを条件とする個人

の罪からの贖いについて」宣べ伝えられたのです（教義と

聖約138：19）。

そこに集まっていた人々の中には，アダム，エバ，ノア，

そしてアブラハムがいました。モルモン書の預言者たちも

群衆に交じっていました。「この預言者たちを主は教え，

彼らに力を与えて，彼らが，主が死者の中から復活された

後に出て来て，御父の王国に入〔る〕」ようにされました

（教義と聖約138：51）。

ジョセフ・F・スミス大管長は，救い主が死と復活の間

という短い時間に，どのようにして霊界にいるすべての人

に福音を宣べ伝えることがおできになったのか分かりませ

んでした。しかし，次のことを理解したのです。「悪人の

ところへは，御子は行かれなかった。また，神を敬わない

者……の中では，御子の声は発せられ〔なかった。〕……

見よ，主は義人の中から軍勢を組織し，力と権能をまと

った使者たちを任じて，……束縛されている囚
とら

われ人，す

なわち，自分の罪を悔い改めて福音を受け入れるすべての

人に自由を宣言するために出て行〔かせられた。〕

このようにして，真理を知らずに罪のうちに死んだ者や，

預言者たちを拒んで背きのうちに死んだ者に，福音が宣べ

伝えられた。」（教義と聖約138：20，30－32）

バプテスマを受けていない死者に福音を伝える業は，

今日
こんにち

も続けられています。バプテスマを受けることなくこ

の世を去った人々に，救い主は現在も使者を急派されてい

ます。これらの使者の中には，この神権時代に亡くなった

忠実な教会員がいるのです。忠実な人々は「死すべき世を

去っても彼らの働きを続け，死者の霊たちの大いなる世界

において暗闇と罪の束縛の下にいる者たちの間で，悔い改

めと神の独り子の犠牲による贖いの福音を宣べ伝えてい

る」のです（教義と聖約138：57）。

死者のための業
しかし，神の憐れみと正義の計画が成就するためには，

まだ答えの出ていない重大な問題が一つ残っています。ど
うすれば亡くなった人がバプテスマを受けられるのでしょ
うか。この難問も，聖なる神殿の中でのみ行われる死者の
ためのバプテスマという儀式によって解決します。わたし

たちは，ふさわしいならば神殿に行き，死者の代わりにバ

プテスマの儀式を受けることができるのです。

死者のためのバプテスマは，ペテ

ロやパウロの時代に聖徒の間で行わ

れていました。使徒パウロは，イエ

ス・キリストと死者の復活について

コリント人に教えていたときに次の

ように問いかけています。｢そうでな

いとすれば，死者のためにバプテス

マを受ける人々は，なぜそれをする

のだろうか。もし死者が全くよみが

えらないとすれば，なぜ人々が死者

のためにバプテスマを受けるのか。｣

（1コリント15：29）

バプテスマをはじめとする死者のた

めの神聖な儀式は，預言者ジョセフ･

スミスを通して地上に回復され，

現在，世界中にある100以上の

神殿で執行されています。

これらの神殿は，死者の業

が今も地上と霊界の双方で

確かに行われているという

証を世界に表明していま

す。この業は，救い主が世

を去った義

人の霊を訪れ

られたこと

で始まった

のです。

わ
たしたちは

神殿に行き，

亡くなった

一人一人に代わって

バプテスマの儀式を

受けることが

できます。



一般的な質問
死者のための儀式に関する教義は，教会外で，また時と

して末日聖徒の間でも疑問を引き起こしています。以下は，

一般的な質問への答えです。

亡くなった人が，悔い改めやバプテスマの祝福を望まな
いときはどうなるのですか。わたしたちは，すべての人に
選択の自由があると信じています。それはこの世において

も霊界においても同じです。この自由は天の御父の計画に

は欠かせないものです。だれかが本人に代わって行った儀

式を受け入れるよう強制されることはないのです。死者の

ためのバプテスマは機会を与えるもので

あって，人の選択の自由を無効にするも

のではありません。しかし，もしこの儀

式が行われなければ，死者はバプテスマ

を受け入れることも，拒むこともできな

くなるのです。

地上にいる間，神の戒めを守ろうとす
る態度をほとんど見せなかった人のため
にどうしてバプテスマをするのですか。
わたしたちは，多くの人がアミュレクの

ようであると信じています。アミュレク

はかつて自分自身のことをこう言いまし

た。「わたしは，心をかたくなにした。

幾度となく呼ばれたが，わたしは聞こう

としなかった。だからわたしは，これら

のこと〔イエス・キリストの福音〕につ

いて知っていながら，知りたいと思わな

かった。」（アルマ10：6）後にアミュレ

クは，民にとって偉大な宣教師，また教

師となりました。

モルモン書には，義にかなったレーマン人たちが，ひと

きわかたくななガデアントンの強盗団を探し出した時期が

ありました。「〔レーマン人たちは〕ガデアントンの強盗団

を捜し，強盗団の中のひときわ悪い者たちの中で神の言葉

を宣べ伝えたので，この強盗団はレーマン人の中から完全

に絶えてしまった」のです（ヒラマン6：37）。

死者の中でだれが主に立ち返って悔い改めるようになる

のか，わたしたちには分かりません。わたしたちはそれを

判断する立場にはないのです。わたしたちがすべきことは，

この業を果たし，福音を受け入れるか否かについては死者

本人と主にゆだねることです。
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悲しんでいる人々に
救い主は，霊界にいる忠実な者たちを訪れることを心待

ちにしておられました。「死んだ人たちが，神の子の声を

聞く時が来る。今すでにきている。そして聞く人は生きる

であろう。」（ヨハネ5：25）

主の訪れにより，霊界の死者へ福音を宣べ伝える業が整

えられました。パラダイスと呼ばれる幸福で平安な状態に

ある間，従順だった死者は「満ちみちる喜び」を受けるの

を待つのです（教義と聖約138：17。アルマ40：12も参照）。

彼らは福音を伝える召しに励むのです。

肉において福音を聞く機会がなかっ

たり福音を拒絶したりした死者は，暗

闇の中，すなわち惨めな状態にありま

す（教義と聖約138：2；アルマ40：14

参照）。しかし，主が訪れられたことで，

彼らの救いに対しても希望が持てるの

です。わたしたちは神殿に行って鍵
かぎ

を

回し，天国の門を開くことができます。

それは死者のために，また自らの奉仕

によって自分自身のためにも行ってい

るのです。「わたしたちなしには彼らが

完全な者とされることはないと言って

いるように，わたしたちの死者なしに

は，わたしたちも完全な者とされるこ

とはない」ことを知っているからです

（教義と聖約128：15）。憐れみと正義が

一つになって，天の御父のすべての子

供たちに御父のもとへ帰る機会が与え

られるのです。■

注

1．すべての人に要求されているバプテスマが免除されるのは，幼い

子供と，精神的な障害のために責任能力を問われない成人です。

彼らは，「幼児の状態で，……神の前に罪のない者」だからです

（教義と聖約93：38）。預言者モルモンはこう教えました。「あなた

がたは責任を負うことができ，罪を犯す可能性のある者に，この

こと，すなわち悔い改めとバプテスマについて教えなさい。……

幼い子供たちは悔い改めもバプテスマも必要ない。」（モロナイ8：

10－11）

話 し 合 い ま し ょ う

1．救い主の絵を見せ，イ

エスがその死と復活の間どこ

へ行かれ，何をなさったか尋

ねてください。この記事を読

んで答えを探します。「一般

的な質問」の項について話し

合いましょう。

2．イエスの訪れを受けた

ことで，霊界はどのように変

化したか家族に尋ねます。わ

たしたちは，霊の獄にいる

人々をどのように助けること

ができるでしょうか。「悲しん

でいる人々に」の項を読み，

今も霊界で行われている業に

ついて証をしてください。
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ペテロと
ほかの使徒たち

その他

書簡（手紙）

モルモン書
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1.使徒1：1－11 イエスが天に上げられた。天使が主の弟子たちに，イ
エスは大いなる栄光を身にまとって再びおいでになると約束した。
2.使徒1：12－26 主がイスカリオテのユダの跡を継ぐ使徒としてマッ
テヤを選ばれた。
3.使徒2：1－47 ペンテコステの日に聖霊が注がれた。ペテロがキリス
トについて証

あかし

し，大勢の人々が信じてバプテスマを受けた。
4.使徒3：1－26 ペテロが神殿で足の不自由な男を癒

いや

し，末日における
回復について証した。
5.使徒4：1－31 ペテロとヨハネが一晩投獄され，キリストについて教え
ることを禁じられた。二人は雄 し々く証し続けた。
6.使徒4：32－37 教会の会員たちは「心を一つにし思いを一つにし
て，」「いっさいの物を共有にしていた。」（32節）
7.使徒5：1－11 アナニヤとサッピラは主に対してうそをつき，死んだ。
8.使徒5：17－42 ペテロとヨハネは議会の手により投獄されたが，天
使の助けで解放された。二人の使徒は，警告をものともせず，キリストに
ついて証した。
9.使徒6：1－7 7人の信仰篤

あつ

い弟子たちが召され，使徒を助ける者とし
て任命された。

10.使徒6：8－7：60 7人の弟子たちの一人，ステパノが議会でキリスト
について証をした。その後，石を投げつけられ殺された。

11.使徒7：57－8：3 サウロという名の若いラビが，石を投げつけてステ
パノを殺す事件に関与した。サウロは教会を激しく迫害した。

12.使徒8：4－13 7人のうちの一人，ピリポがサマリヤでバプテスマを施
した。

13.使徒8：9－25 ペテロとヨハネはサマリヤへ行き，手を置いて聖霊を
授けた。新しい会員であったシモンは，神権を金で買えるかと尋ね，ペ
テロから叱責

しっせき

を受けた。
14.使徒8：26－40 ピリポはエチオピアの宦官

かんがん

に福音を教え，バプテス
マを施した。

15.使徒9：1－22 サウロはダマスコへ行く途中で，イエスの訪れを受け目
が見えなくなった。ダマスコでサウロは癒され，バプテスマを受け，諸会
堂でキリストについて説き始めた。

16.使徒9：23－26；2コリント11：32－33；ガラテヤ1：15－18
サウロはアラビヤへ行き，3年後にダマスコへ戻った。ユダヤ人の指導者
たちはサウロを殺そうとたくらんだ。サウロはエルサレムへ逃げたが，エ
ルサレムにいた弟子たちの多くは，サウロが真に改宗したかどうか疑っ
た。サウロは15日間ペテロと過ごした。

1
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17.使徒9：27 バルナバが悔い改めたサウロを
使徒たちの前で弁護した。

18.使徒9：29－30；ガラテヤ1：21－24 サ
ウロはタルソへ行き，シリヤとキリキヤで約4年
間福音を宣

の

べ伝えた。
19.使徒9：31－43 ペテロはアイネヤを癒し，ド
ルカスを死から蘇生

そせい

させた。
20.使徒10：1－11：18 示現の中で，ペテロは
異邦人にも福音を宣べ伝えるよう命じられた。
聖霊がコルネリオとその家族に下られた。彼ら
はバプテスマを受けた。

21.使徒11：25－26 サウロは1年の間アンテオ
ケの教会で務めを果たすバルナバを助けた。

22.使徒11：29－30 サウロとバルナバはエル
サレムの貧しい聖徒たちのためにアンテオケの
聖徒からの救援物資を運んだ。

23.使徒12：1－2 使徒ヤコブは，王ヘロデ・ア
グリッパ1世によって，打ち首にされた。

24.使徒12：3－23 ペテロは投獄されたが，主
の天使の助けで解放された。ヘロデは天使に
打たれて，死んだ。

25.使徒12：25 バルナバ，マルコ，サウロはアン
テオケに戻った。

26.使徒13：1－12 サウロは，バルナバ，マルコ
とともにキプロスへ行き，福音を宣べ伝えた。
サウロは，今やパウロとも呼ばれ，最初の伝道
旅行を開始した。

27.使徒13：13－14：6 パウロはペルガ，ピシ
デヤのアンテオケ，イコニオムを訪れ，異邦人に
バプテスマを施すことにおいて大きな成功を収
めた。

28.使徒14：6－19 ルステラでパウロは足の不
自由な男を癒した。市民はパウロとバルナバを
神と思い込んだ。パウロは後に石で打たれ，町
から追放された。

29.使徒14：20－15：3 デルベで大きな成功
を収めた後，パウロはアンテオケへ戻り，幾つ
かの町に立ち寄って会員を強めた。

30.使徒15：4－29；ガラテヤ2：1－3 ペテロ
はエルサレムで教会の指導者から成る評議会
を管理した。そこでふさわしい会員となるため
に異邦人がしなければならない事柄について
決定が下された。パウロ，バルナバ，テトスも出
席した。

31.使徒15：30－35 ユダ，シラスとともにパウ
ロ，バルナバはアンテオケに戻った。エルサレ
ムで開かれた会議での決定は大きな喜びをも
って受け入れられた。

32.使徒15：36－40 パウロは，同僚のシラスと
ともに，2回目の伝道旅行を開始した。

33.使徒16：1－3 ルステラで教会に加わったテ
モテがパウロ，シラスの同僚となった。

34.使徒16：8－11 パウロ一行はトロアスへと
旅を続けたが，そこで同僚とともにマケドニヤ
へ行くようにという示現を受けた。

35.使徒16：10－11 ルカがパウロとその同僚
たちに合流した。

36.使徒16：12－15 ピリピでルデヤとその家
族が主に帰依した。

37.使徒16：16－40 ピリピでパウロとシラスは
鞭
むち

で打たれ，獄に入れられた。大地震のため
に獄の土台が揺れ動いた。獄吏

ごく り

とその家族は
バプテスマを受けた。パウロとシラスは獄から
解放された。

38.ヤコブの手紙 エルサレムの教会の指導者で
あるヤコブは「離散している十二部族の人々へ」
手紙を書いた（1：1）。この書簡は中央の指導
者から送られた最初のものだったかもしれな
い。

39.使徒17：1 パウロとその同僚たちはアムピポ
リス，アポロニヤ，テサロニケを旅した。

40.使徒17：2－9 テサロニケで，ヤソン，パウロ
の親族，その他の人々がキリストを信じた。暴
徒がヤソンを捕らえた。パウロとその同僚たち
は逃亡した。

41.使徒17：15－34 パウロはベレヤでシラス，
テモテに別れを告げ，アテネへと旅した。パウ
ロはアレオパゴスの評議所で数人のギリシヤ人
の哲学者たちに教えを説いた。

42.使徒18：1－3，5，11 パウロはコリントで
シラス，テモテと再会した。パウロはそこで1年
6か月の間教え，働いた。

43.使徒18：2－18 コリントで，アクラとその妻
プリスキラ，ユスト，会堂司

つかさ

のクリスポがキリス
トを信じた。パウロは捕らえられ，ローマの総
督の前に引き出された。

44.1テサロニケ；2テサロニケ コリントから，パ
ウロは2通の手紙をテサロニケの聖徒たちに送
った。

45.使徒18：18－21 パウロはエペソへと旅し，
会堂で教えを説いた。

46.使徒18：21－22 パウロはエルサレムへ行
き，そこで教会にあいさつしてからアンテオケに
戻った。

47.使徒18：24－28 エジプト生まれのユダヤ
人，アポロはエペソへやって来て，アクラとプリ
スキラから教えを受けた。

48.使徒18：23；19：1 パウロはガラテヤ，フル
ギヤの教会を歴訪し強めた。パウロはエペソ
に約3年滞在した。

49.使徒19：1－7 パウロはアポロがバプテスマ
を施した弟子たちに聖霊の賜物を授けた。

50.使徒19：11－20 パウロはエペソで数々の
奇跡を行い，教会が発展した。

51.1コリント エペソ滞在中，パウロはコリントの
聖徒たちに手紙を書いた。

その他
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52.使徒19：23－41 エペソで，ギリシヤの大
女神アルテミスを礼拝する人々が町中の人を扇
動してパウロやキリスト教徒に反対する騒動を
起こさせた。ガイオとアリスタルコは暴徒に捕ら
えられたが，無傷で解放された。

53.2コリント マケドニヤ滞在中，パウロはコリン
トの聖徒たちに再び手紙を書いた。

54.使徒20：1－2 パウロはギリシヤへ行き，そ
こで3か月滞在した。

55.ガラテヤ パウロはガラテヤの聖徒たちに手紙
を書いた。

56.使徒20：2－6 パウロと7人の同僚はギリシ
ヤの町を歴訪し福音を宣べ伝えた。

57.ローマ パウロはローマの聖徒たちに手紙を書
いた。

58.使徒20：6－12 トロアスでパウロはユテコと
いう名の若者を生き返らせた。

59.使徒20：13－38 エペソへ行く途中，パウ
ロはミレトに立ち寄り，聖徒たちに背教につい
て警告を与えた。自分は五旬節のためにエル
サレムへ行かなければならないと告げた。

60.使徒21：1－15 エルサレムへ行く途中，パ
ウロはツロとカイザリヤの聖徒たちを訪問した。

61.使徒21：16－23：10 パウロはエルサレム
で教会の指導者と会った。パウロが神殿に行
ったことで，暴動が起きた。パウロはサドカイ人
とパリサイ人に自分がキリストに帰依したいきさ
つについて語った。パウロはローマの兵士たち
に捕らえられ，身の安全のためカイザリヤに連
れて行かれた。

62.使徒23：11－26：32 パウロはローマの二
人の総督，フェストとヘロデ・アグリッパ2世の前
に出頭した。パウロは自分の改宗について語り，
キリストについて証した。二人の総督は裁判の
ためにパウロをローマへ送ることにした。

63.使徒27：1－28：16 ローマの保護の下，パ
ウロはローマへ船出した。船は難破し，パウロ
はマルタまで泳いだ。パウロは蛇にかまれたが
何の害を被ることもなく，多くの人 を々癒した。

64.使徒28：16－31 パウロはローマで2年間軟
禁された。

65.エペソ；ピリピ；コロサイ；ピレモン；ヘブル
ローマでパウロはコロサイ，ピリピ，エペソの町
に住む聖徒たちとピレモンという名の弟子に手
紙を書いた。パウロはまたモーセの律法はキ
リストの律法によって成就したことをユダヤ人
の会員たちに説明した。

66.1テモテ1：3；2テモテ4：13；テトス1：5；
3：12 獄から解放されたパウロはギリシヤ
へと旅し，恐らく多くの町で聖徒たちを再訪し
た。スペインで福音を宣べ伝えた可能性もある。

67.1テモテ；テトス ギリシヤからパウロはテモ
テに最初の手紙を書いた。クレテにいるテトス
にも手紙を書いた。

68.1ペテロ ペテロは恐らくローマから，教会へ手
紙を書いた。

69.マルコ1：1；ルカ1：1－4；使徒1：1 マル
コとルカは福音書を書いた。ルカは使徒行伝を
書いた。

70.マタイ1：1 マタイは福音書を書いた。
71.2テモテ4：6 パウロは再び捕らえられ裁判の
ためローマへ送還された。

72.2テモテ パウロは再びテモテに手紙を書い
た。これは，新約聖書でパウロの最後の手紙
となった。

73.パウロは，ネロがローマ皇帝だった時代に，ロー
マで処刑された可能性が高い。

74.2ペテロ ペテロは再び教会に手紙を書いた。
75.2ペテロ1：14 ペテロも恐らくネロの統治時
代に処刑された。

76.エルサレム市は，神殿も含め，ローマ人に破壊
された。多くのユダヤ人が殺され，連れ去られ
た。

77.ユダ ヤコブの兄弟ユダは教会に手紙を書き，
背教について警告した。

78.黙示1：9 ヨハネはエペソに住んでいたとき，
パトモス島に追放された。

79.黙示1－22章 ヨハネは主を示現で見て，教
会の7つの支部に対するメッセージを受けた。
ヨハネはその示現について書き記し，教会へ送
った。また，末日に起こる出来事，救い主イエ
ス・キリストを通してもたらされる神と神の王国
の究極的な勝利を目にした。

80.ヨハネ21：25 ヨハネは福音書を書いた。
81.1ヨハネ；2ヨハネ；3ヨハネ ヨハネは3通の
手紙を書いた。キリストと愛について教え，真
理に忠実であるよう会員たちに勧めた。

82.ヨハネ21：20－24 ヨハネはキリストの再臨
まで地上でその召しを継続できるように身を変
えられた。

83.2テサロニケ2：3 大背教。

モルモン書
84.3ニーファイ11：1－26：15 イエス・キリ
ストはアメリカ大陸に住む人々を訪問し，教え
導かれた。

85.4ニーファイ1：1－3 すべての人々が主に
帰依し，「すべてのものを共有した……。」（3節）

86.4ニーファイ1：7－18 人々は自分たちの町
を再建した。全地に少しも争いがなく，「彼ら
以上に幸せな民は確かにあり得なかった。」
（16節）

87.4ニーファイ1：19 全地が引き続き平和だっ
た。ニーファイは自分の息子であるアモスに記
録を渡した。

紀元70 紀元80 紀元90 紀元100

33／ 22 00 00 33 年年 77 月月 号号



34

友
人のホルへがテーブルの向こうか

らシャンパンのグラスを差し出し，

わたしに勧めました。わたしは驚

きました。末日聖徒であるわたしがアルコー

ルを口にするのは信仰に反するということ

を，彼は知っているはずです。わたしはそっ

と首を振り，これまでと同じように今夜もア

ルコールを口にするつもりはないと意思表示

しました。

ホルへは驚いたように額に手を当てて，

大声で言いました。「卒業式の夜だって

いうのに。」

まさしくその晩は卒業式の夜で

した。エクアドルでは，卒業し

た若者がその日を盛大に祝う

のが習わしでした。その夜，

卒業生のすべての家族を招いて

の晩餐
ばんさん

会が始まりました。各テー

ブルの中央には，シャンパンが1瓶ずつ配ら

れていて，ウエーターが豪華な食事を恭しく

給仕するのでした。卒業生は食後，父親や母

親と一緒にワルツを踊りました。

やがて家族が先に帰宅し，卒業生と友人だ

けが会場に残りました。ホルへがわたしのと

ころに来てシャンパンを勧めたのは，もう真

夜中近くのことでした。今夜だけのことなら

わたしにとって別に害にはならないと，ホル

へは考えたようでした。特に，

卒業祝いの夜に
わたしが
1杯のシャンパン
を飲むことは，
そんなに大問題
でしょうか。
そうです。
わたしは自分が
掲げている
標準を理解して
いるのですから。

ガブリエル・ゴンザレス

栄光ある卒業栄光ある卒業



今夜は生涯でたった一度きりの卒業式の夜であることや，

ほかの卒業生も皆，シャンパンを飲むのが当たり前だとい

うことも，ホルへの心の中にはあったようです。

わたしは短くこう言いました。「今夜が特別な日だとい

うことは分かっているさ。だけど，それとこれとは別なん

だ。」

酒やたばこの誘いは高校

生活を通してずっと受

けてきましたが，

自分の集う教会で

はそれらのものが

有害だと教えられ

ていると話し，い

つも断っていま

した。そのよう

に説明すると，

それ以上無理強

いされることは

ありませんでした。けれど，断る度に友人たちがどのよう

に感じていたかは知りませんでした。

驚いたことに，ホルへはほほえみながら右手を差し出し，

握手を求めてきました。そして，「君の態度を，ほんとう

に尊敬しているよ」と一言
ひとこと

言って立ち去りました。

後になってその夜の出来事を振り返ったとき，「標準を

掲げる」（「真理を守り」『聖徒の道』1996年9月号，4参照）

というゴードン・B・ヒンクレー大管長の言葉を思い出し

ました。ホルヘをはじめとする友人に対して，わたしは

標準を掲げたのです。人は，正義を選ぼうとするとき，

人々に疎まれるのではないかと心配することがしばしば

あるようです。確かに，時には疎まれることもあるか

もしれません。しかし多くの場合，人々はわたしたちを

認め，称賛に値する標準を掲げる末日聖徒として心に留

めてくれるのです。■

ガブリエル･ゴンザレスはソルトレークステーク，マウントエンザイン第3支部

（スペイン語支部）の会員です。
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世
界中の多くの人にとって，ネパール

は秘境です。中国のチベット自治区

とインドに挟まれたネパールを，地

図上で探すのは困難です。ネパールは思いや

りと美しさ，そして鮮やかな色の国です。また，

サガルマータの国です。サガルマータとは，エ

ベレスト山の地元での呼び方です。

ネパールはヒンズー教と仏教の国でもありま

す。岩や木，また手が何本もある石像など，崇

拝の対象物にはすべて赤い粉が擦り込まれて

います。そして常になでられているため表面

が滑らかになっています。赤い粉を擦り込む

行為は，畏敬
い け い

の念の表れです。ネパールの

人々はなでながら岩や木に象徴されている神

に祈っているのです。ネパール語のあいさつ

である「ナマステ」という言葉は，「あなたの内

にある神にお辞儀する」という意味です。

首都カトマンドゥは，山の斜面に作られた棚

田のすそに位置し，そのにぎやかな町の中心

部に末日聖徒イエス・キリスト教会の小さな支

部があります。宣教師による伝道が許されて

いない国で，50人の活発会員が集うこの支部

は発展を続けています。この成功の大きな理

由となっているのは，ネパールにおいて教会と

開
拓者としての

役割を

受け入れた

青少年のおかげで，

ネパールにおける

福音の光は

輝きを増しています。

秘 　 境 に 輝秘 　 境 に 輝

リン・S・トパーム
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キリスト教の開拓者となっている若い人々なの

です。

福音を伝える専任宣教師のいないこの地

で，1年に平均12人がバプテスマを受けていま

す。どうすればこのようなすばらしい結果が見

られるのでしょうか。ネパールの人たちは一度改宗すれば，

互いに教え合うことができます。そしてこれらの若い人々は

新しく得た信仰について語ることを恐れてはいないのです。

姉妹と友人
13歳のマニタ・マハルジャンに教会のことを尋ねるなら，

流 暢
りゅうちょう

な英語で改宗談を喜んで話してくれるでしょう。マニ

タは7歳のとき，ウシャ・タパとサビタ・タパという友達の家の

近くに住んでいました。この姉妹は，すでに教会に入ってい

たのです。二人はマニタを何度も教会に連れて行きました。

マニタは教会がいつも楽しかったと言います。「小さかった

わたしは，支部の会員にかわいがられました。大きくなるに

つれて，ピアノの演奏や，音楽の指揮，それに自分の才能を

披露できるようになりました。また祈ったり，福音を学んだり

するようになりました。ウシャとサビタがこのすばらしい世界

に連れて来てくれたことを感謝しています。」マニタは学校で

くく
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優秀な成績を修めるようになり，学

校の友達を何度も教会に連れて来

ています。

この愛の精神は，すぐにもう一人の

若い女性を福音に導きました。現在14歳のモ

ニカ・グルングも，やはりタパ姉妹たちの影響

を受けたのです。家族はもともとキリスト教徒

でしたが，モニカはこの教会に入ったとき，大

きな喜びを感じたと述べています。「ここでは

みんなが愛を示してくれます。わたしもみんな

を愛しています。家族の中ではまだわたしだ

けが教会員ですが，毎週の安息日には弟二人

を教会に連れて行っています。」（ネパールで

は，土曜日が安息日となっています。）

モニカも優等生の一人です。彼女は学校で

教会とモルモン書についてスピーチすることが

許されました。学校でこのようなことはめった

にありません。しかしモニカはすばらしい生徒

であるため，スピーチが許可されたのです。

モニカやマニタは自国の文化への愛を示す

ために，民族衣装をまとってネパールの民族舞

踊を踊ります。その優雅さと腕前は，素人とは

思えないほどです。

心から決意する
ベスウェンガル・ガルティ・クヘトリ（G.C.の愛

称で呼ばれている）がバプテスマを受けた翌

日，ネパールの政治団体がブント（ストライキ）

を起こしました。路上には

車が一切走らなく

な る の で す。

G.C .は支部か

ら遠く離れた

場所に住ん

でいましたが，会員たちが確認の儀式を行う

ためにG.C.の到着を待っていることを知ってい

ました。車が通らなくなり，人や動物であふれ

かえっている道路を，G.C.は片道2時間半かけ

て歩いたのです。

G.C.は教師を務める学校で，初めて教会に

ついて耳にしました。若い末日聖徒の教師が

校長と福音について話し合っているのが聞こ

えたのです。G.C.はすぐさまラメシュ・シュレス

タに近づき，質問を始めました。現在21歳で教

会員になって数か月のG.C.は，若い男性の会長

に召されています。G.C.は「教会は期待してい

た以上でした」と語ります。彼は永遠の結婚，

選択の自由，知恵の言葉，救いの計画の概念
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マニタ・マハルジャン

ウシャ・タパ

支部の
タレントショーで
踊るマニタ・マハル
ジャン（上）。
スワヤンブナート
寺院を訪問する
ウシャ・タパ，
プリーティ・カダギ，
マニタ（右上）。
友達と運動をする
モニカ・グルング
（右端）。
バクタプル（右）には
神像のある寺院が
建ち並ぶ。



が好きです。G.C.には，温かい性格と人に対する深い愛があ

り，支部宣教師という2番目の責任にうってつけの人物です。

なぜ福音を教えることが好きなのですかという質問に，G.C.

はこのように語ります。「すばらしいものを持っているのに，

それを分かち合わないわけにはいきませんよ。」

カトマンドゥ支部の発展の主要な鍵
かぎ

は愛のようです。

新たな高さに到達する
北部のヒマラヤ山脈は，地質学の視点から見るとまだ新し

く，地震や雨風の浸食によって常に変わり続けています。同

じように，これらの青少年の生活は福音によって変化してい

るのです。16歳のスマン・シルパカルは，教会のおかげで生

活がすばらしく変わったと述べています。スマンはもはや，

自信のない恥ずかしがり屋ではありませ

ん。聖文が人生のすべての疑問に答え

てくれると知っ

ているのです。

プリーティ・カダギは，

教会員になってから以前よりも優しくな

り，人と話すのが好きになったと述べて

います。プリーティは，家族全員が教会

に入った数少ない会員の一人です。まず

父親が改宗しました。父親は，ネパールで

最初にバプテスマを受けた会員で，現在は

支部長を務めています。

プリーティの母親は教会に入る前に，「ど

の子供も良い子に育てる」方法を見つける

夢を見ました。カダギ家族は，教会によってその夢が現実に

なったと感じています。プリー

ティの兄プラティクは，現在

インド・バンガロール伝

道部で働いています。

ネパールの学生は，

高校1年生のときに受け

ベスウェンガル・ガルティ・

クヘトリ

モニカ・グルング
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る試験に合格しないと進級することができません。試験に不

合格だと，退学させられるのです。プリーティはこのように述

べました。「先生の一人が，安息日に試験のための勉強会に

出席するようにと言いました。わたしは教会に行くので，出席

できないことを説明しました。」

その教師はこう尋ねました。

「どうしても行く必要があるの

ですか。」

「はい。教師の責任があるの

です。」プリーティはそう答えま

した。そして後日，プリーティは

「鉄の門」と呼ばれる難関の試

験に合格しました。彼女はこの

ように述べています。「学んだ

ことすべてを思い

出せるように，

天のお父様

に祈り求め

ました。」

日常の試練
ネパール人の家族にとって，朝いちば

んにミルクティーを飲むことは古くから

の習慣です。どの路地に入っても，家や

商店で小さなかまどを使ってお茶を沸か

しています。知恵の言葉に従い始めるのは，

多くの若い改宗者にとって難しいことです。

ディーパク・シュレスタはネパール人で最

初の宣教師となった兄から，教会は世界中で

最もすばらしいものであると言われて関心を

持つようになりました。それから兄は，ディー

パクに知恵の言葉を守るようチャレンジした

のです。ディーパクはこの勧告の持つ意味

をすぐに理解しました。「知恵の言葉は将来に影響を与える」

ものだからです。このときの決意がきっかけとなり，ディーパ
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プリーティ・カダギ

ディーパク・シュレスタ



クの福音に対する証
あかし

は絶えず増し加えられて

いったのです。

ネパール語のモルモン書を望む
17歳のビッキ・サヒは最近バプテスマを受け

ました。ほかの多くの末日聖徒の青少年と同じ

ように，ビッキは家族の中でただ一人の教会員

です。彼は「正しい道を選んだ」と強く感じて

います。ビッキは得たばかりとはいえ，すばら

しい証があります。このように述べています。

「初めて教会に来たとき，心に平安を感じまし

た。悩みや悲しみが消えていったのです。兄

弟姉妹たちは愛を示し，イエス・キリストとモ

ルモン書について教えてくれました。戒めを守

ることで，習慣を改善することができるように

なり，すばらしい気持ちがしました。わたしは

イエスがキリストであり，モルモン書が真実で

あると知っています。」

このような青少年が

唯一残念に思って

いることは，ネパ

ール語のモル

モン書がまだ

出版されてい

ないことです。英語があまり得意でない人たち

にとって，福音を勉強することは困難です。信

仰のみによって受け入れ，あとはクラスで学ぶ

ほかありません。英語に堪能
たんのう

な人にとっても，

モルモン書を読むことは困難です。

ネパール語のモルモン書がなくても，このよ

うな青少年は学校，教会，文化活動などで多忙

な日々を送っています。彼らは歌い，ネパール

の舞踊を踊り，ピアノを弾きます。ボーリングや

ロッククライミングに行き，ゴルフや「タエボー」

（訳注――キックボクシングとエクササイズを合

わせたもの）にも挑戦しています。また，ネパ

ールの青少年は奉仕活動をし，教会内外の友

人との交流を深めています。活気にあふれた

生活を送っているのです。

ネパールの壮大な山脈や盆地のただ中で，

青少年の声がはっきりと響いています。その声

は若く，はつらつとしていて，信仰に満ちてい

ます。このような青少年は文字どおり開拓者で

す。彼らは自分たちの国において福音を推し

進めています。このような若い改宗者は，ネパ

ールに宣教師が温かく迎え入れられる日まで，

引き続き愛をもってこの国の人々を福音に導

いていくことでしょう。

ナマステ。■

リン・S・トパームは夫のW・サンフォード・トパームと

ともに，インド・バンガロール伝道部で奉仕しています。

トパーム夫妻は，ユタ州パロワンステーク，パロワン第4

ワードの会員です。

修道院（36ページ）
付近のトゥルガウ
（左端）を川が
流れている。
カトマンズ近郊の
バグマティ（左）の
路地。
民族舞踊を披露する
プリーティ・カダギ
（左上）。
雪に覆われた
マチャプチャレ峰
（上）。
ビッキ・サヒの
バプテスマ会（下）。
プラティク・カダギと。

ビッキ・サヒ
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末日聖徒の声

42

て行かれようとしたので，不安に駆られて

尋ねました｡「どうかしたんですか。赤ち

ゃんは大丈夫なんですか。」

「後で先生からお話があります。」看護

師の言葉を聞いて，胸がつぶれそうにな

りました。最も恐れていたことが頭をよぎ

ったのです｡

間もなく，医師から娘がダウン症であ

ると聞かされました｡悲しみや疑い，怒り，

罪悪感が心に押し寄せてきました。

「どうしてわたしたちが。どうしてシャ

ーロットが。」これがそのときの気持ちで

す。人生が永遠に変わってしまったかの

ように思われ，どうすればよいのか分かり

ませんでした｡

シャーロットの誕生の後，次々に試練が

降りかかってきました。しばらくすると，

１
月のある朝早く，夫とわたしは，

5番目の子供，シャーロットの出産

のために，病院に向かって車を

走らせていました｡妊娠中からおなかの

子供が元気かどうかずっと気がかりで，

わたしはいらいらして，とうとう夫に当た

りました｡「健康な赤ちゃんじゃなかった

らどうしたらいいの。」

「それでも，愛することに変わりはないよ。」

夫はわたしを慰めるように言いました｡

ようやく娘が分娩
ぶんべん

室のわたしの隣に寝

かせられると，どこか悪いところはないか

注意深く調べました｡何一つ悪いところは

ないように見えましたが，またすぐに連れ

シ
ャーロットがまたすぐに

連れて行かれようとした

ので，不安に駆られて

尋ねました｡「どうかしたんですか。

赤ちゃんは大丈夫なんですか。」

看護師は答えました。

「後で先生からお話があります。」

御父の娘の世話を任せられ
アネット・キャンドランド・アルジャ



ました｡ザビーネもわたしも宣教師に良い

印象を抱き，話し合いを楽しんでいまし

た｡しかし，話題が神のことに変わったと

き，わたしは神もイエス・キリストも信じて

いないと言いました｡宣教師は少しがっか

りした様子で，イエス・キリストがアメリカ

大陸へ訪れられたことについて記してあ

るパンフレットを置いて去りました｡

次に会う約束はしていませんでしたが，

わたしはパンフレットを注意深く読んでみ

ました｡しかし，読み進めるうちに，あの

アメリカ人たちは気が狂っていると思えて

きました。アメリカにキリストが訪れられ

たなんて。そんな話，一体だれが聞いた

ことがあるというのでしょう｡

9月のある日曜日，数か月会っていなか

った友人が近くに住んでいると知り，立ち

寄ってみることにしました｡すると彼らは，

ちょうど新しい教会に行く準備をしている

ところでした｡彼らが教会に行くのをとて

も楽しみにしている様子を見て，わたし

たちも自然に一緒に行ってみたいという

気持ちになりました｡わたしたちも教会の

雰囲気に魅了されました。聞くことすべ

てが興味深く，素直に信じることができた

のです｡次の日曜日もまた行きたい，そん

な気持ちになりました。

専任宣教師と会員たちから教会につい

て学び始めたのは，その後間もなくのこ

とでした。求道者クラスを教えていたの

は，ホルスト・クラッペルト兄弟でした｡ホ

ルストと妻のロトラウドには，わたしたち

夫婦と共通するところがたくさんありまし

た。夫妻と親しくなり，あっという間に多

くの会員たちから招待を受けました｡こ

れまで経験したことのない，すばらしい

夕べを何度も楽しみました｡

教えてくれた専任宣教師の一人は，マッ

クス・フィッシャーという名前の長老でした｡

3度目か4度目の話し合いのとき，フィッシャ

ー長老は，神を信じていないこのわたし，

義理の母が卒中を起こし，自宅の車が2台

故障し，仕事もうまくいかなくなりました｡

シャーロットには，目や耳，心臓の手術が

必要で，病院から請求書が山のように届

きました｡

ある日，くじけそうになったわたしは，シ

ャーロットを寝室に運び，力なくお祈りしま

した｡「天のお父様，とてもわたしには耐え

られません。どうか助けてください。」それ

からゆっくり立ち上がり，気を紛らわそうと，

テレビのニュースをつけました｡

トップニュースは，飛行機事故で乗客

全員が死亡したというものでした｡このと

き，生まれて初めて，別の観点からニュ

ースを見ることができました。「だれかの

ご主人がこの事故で死んだんだわ。」わ

たしは深く考えました。「もし入れ替わる

ことが可能だとしたら，わたしは夫を亡く

す方を選ぶだろうか。」

次は麻薬を売って逮捕された若者のニ

ュースでした｡こう考えてみました｡「この

若者はだれかの息子なんだわ。わたしは

その母親になる方を選ぶだろうか。」ほか

の人々の苦しみが少しずつ分かってくる

と，一つの大切な真理を思い起こすこと

ができました｡だれもが成長するために試

練に遭うという真理です。

シャーロットに目をやると，次の言葉がは

っきりと心に浮かんできました｡「天のお父

様が，大切なかわいい赤ちゃんを送ってく

ださったのに，なぜそんなに悲しんでいる

のですか。」それが答えでした｡飛行機事

故や麻薬で悩む必要はないのです。――

わたしはただ，小さなシャーロットを愛しさ

えすればいいのです｡天の御父はわたしを

お見捨てになったのではなく，特別な世話

を必要とする娘をわたしに預けてくださっ

たのです｡御父からの信頼に気づくと，苦

しみが解けていくような感じがしました｡

シャーロットはわたしたち家族に，平安

と感謝を教えてくれました｡挫折
ざせ つ

感を味わ

うときもありますが，シャーロットは我が家

にはなくてはならない存在です｡愛するシ

ャーロットは，天から我が家に送られて来

た，小さな贈り物なのです｡■

アネット・キャンドランド・アルジャはユタ

州エンタープライズステーク，エンタープ

ライズ第2ワードの会員です。

わたしが神を見つけ
たのではなく，神が
わたしを見つけて
くださったのです
ヨッヘン・A・バイゼルト

19
75年，妻のザビーネとわたしは

まだ若く，1歳4か月になる息子

とともに，ドイツ・ハンブルク伝

道部内にある，ツェレという町に住んでい

ました｡

宣教師たちが我が家を見つけるのは，

きっと不可能だったことでしょう。何しろ，

ガソリンスタンドと自動車修理店の陰に隠

れていたのですから｡その代わりに，わた

し自身を見つけてくれました。それは6月

の晴れた日で，駅のベンチに座っていた

ときのことです。確かわたしは，たばこを

吸っていたと思います｡

その二人の若いアメリカ人は，ある教

会の代表者であると名乗りました｡そのと

き何を話したのかは覚えていませんが，

きっと興味深く感じたのでしょう，翌日我

が家に訪問したいという申し出を受け入

れていたのです｡

宣教師は時間どおりにやって来て，一般

の人が受け入れている原則から話し始め
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もできるかぎり会いに来ると約束しました｡

5週間後，再びカーラ夫人のアパートの

前に立ち，ドアのベルを鳴らしました｡イ

ンターホンを通して，知らない人の声が，

カーラ夫人は2週間前に亡くなったと教え

てくれました｡とても悲しかったです。

その後，時間に追われ，日々の雑事に

かまけているうちに，何年もの歳月が流れ，

いつの間にかあのときの経験を忘れてい

ました｡けれども祈り始めた瞬

間，あのときの思い出がよ

みがえったのです。わ

たしは心から天の御

父に祈ることができ，その場にいた当時

改宗したばかりの友人や宣教師たちは皆

聖霊を感じ，涙を流しました｡数週間後の

1975年10月18日，わたしはフィッシャー長

老から，ザビーネは教会員からバプテス

マを受けました｡

約1年後に祝福師の祝福を受けたとき，

祝福師はこのように言いました｡「主は，

あなたが主を見つけたのではなく，主が

ある賢明な目的のためにあなたを探

し，見つけたことを，伝えようと

なさっています｡」祝福師は

その言葉がわたしにとっ

ヨッヘン・バイゼルトに，祈るように勧めた

のです。その瞬間，10年以上前のある出

来事が，突然よみがえってきました。

それは，オスナブリュックにある大規模

アパートに住んでいたころのことです。そ

この住人は，互いのことをほとんど知りま

せんでした｡わたしのアパートと廊下を挟

んだ向かい側にはカーラ夫人という年配

の女性が住んでいましたが，あるとき，そ

のカーラ夫人から，針に糸をすように頼

まれました｡わたしは喜んで糸を通してあ

げました。それからの数か月，週に1，2度，

いろいろな手伝いをしに，また，ただ会っ

て話すために，カーラ夫人の部屋によく

立ち寄りました｡恐らくわたしは，カーラ夫

人にとって数か月ぶりの話し相手だった

のではないかと思います。

その後，市内のほかの場所へ引っ越す

ことになったわたしは，引っ越す前に，カ

ーラ夫人のアパートに招かれました。夫人

は，針に糸を通したことや，そのほかのこ

まごましたことに感謝を述べてくれまし

た｡それからわたしは，夫人のお気に

入りのいすに座るように勧められまし

た。カーラ夫人は，戸棚から古い賛美

歌集を取り出し，「偉大な神よ，汝
な

れ

をたたえまつる」という賛美歌を震え

る声で3番まで歌ってくれました｡

その瞬間，わたしの心は和らぎ，神

がいらっしゃること，神がわたしの父で

あられること，そしてわたしのことを心

にかけてくださっていることを確信した

のです｡わたしの心はへりくだりました｡

わたしはカーラ夫人に，引っ越してから
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歌ってくれました｡



ファイル先生
ありがとう
カール・ネルソン

仕
事の会議で，子供時代を過ご

したマサチューセッツ州マンス

フィールドに行く機会があった

とき，昔の中学校のホームページを調べ

てみました。現在教えている教師のリス

トの最後に，クリスティーン・ファイルとい

う名前が載っていました｡中学2年のとき

の英語の先生で，人生に大きな影響を与

えてくれた恩師です｡

中2のころのわたしは，家庭内の問題に

怒りを抱いており，学校のことなどまった

く考えていませんでした。どの先生も，そ

んなわたしの態度や成績の変化にまった

く無関心でしたが，ファイル先生だけは，

気にかけてくれました。先生はわたしが

最善を尽くすまでは，決して納得しませ

んでした。宿題が返ってくると，よく次の

ような言葉が書き添えてありました｡「あ

なたならもっとできるはずです。もう一度

やってごらんなさい。」そんなときわたし

は，「分かったよ。もっと立派にやれって

言うんなら，やってやろうじゃないか」と

思いながら，しぶしぶやり直したもので

す。ファイル先生のクラスでは，自

分が優秀で高く評価されている

と感じることができました｡2年が

終わると，わたしはクオルター中

学を去りましたが，そのときには，

学校で良い成績を収める力が自分

にもあるんだという自信がついてい

ました。ファイル先生が信頼してくれ

たおかげです。

その日，ホームページでファイル先

生の名前を見ていると，ふいに，先生

がわたしの人生にどれだけ大きな影響

を与えてくれたか，すぐにでも伝えなけ

ればならないと非常に強く感じました｡そ

こで先生を探すことにし，次の日の正午，

仕事の会合を欠席して，クオルター中学

へと急ぎました｡

ファイル先生の教室のドアを開けよ

うとしたちょうどそのとき，ファイル

先生が廊下を歩いて来るのが見え

ました｡「カール・ネルソン！」驚い

た表情のファイル先生が言いまし

てどれだけ深い意味を持つものかを知ら

なかったことでしょう。

その後，ザビーネとわたしはさらに3人

の子供を授かり，皆教会の教えの中で育

てました｡愛する隣人であったカーラ夫人

は「偉大な神よ，汝れをたたえまつる」と

歌いました。わたしたち家族にも，偉大

な神を同じようにたたえる理由がありま

す。わたしと家族を真理に導いてくださ

ったことを主に深く感謝しています｡■

ヨッヘン・A・バイゼルトはドイツ・

マンハイムステーク，

ボルムス支部の

会員です。
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た｡「25年ぶりじゃない！ ここで一体，何

しているの｡」

伝えたいという気持ちが高ぶっていた

わたしは，単刀直入に話し始めました｡

「先生がわたしの人生でどれだけ大切だ

ったか，直接会ってお伝えしなくちゃいけ

ないと思ったんです｡中2のときのわたし

は大変でした｡でも先生はいつも最善を

尽くすように励ましてくれました｡あのこ

ろ，わたしにあれほど期待をかけてくだ

さった人は，ほとんどいませんでした｡で

も，先生はわたしを信頼してくださいまし

た。そのおかげで，自分の力を信じられ

るようになったんです。先生がいらっしゃ

らなかったら，わたしの人生はどうなって

いたか分かりません。」

わたしの話を聞きながらファイル先生の

目が潤んできました｡「わたしもあなたに話

すことがあるわ。」先生は続けました｡「わ

たしね，ずっと作家になりたかったの。神

様が教師をするよう望んでおられるとは感

じていたんだけどね。昨日の夜お祈りした

の。この仕事をしていてもだれからも感謝

されたことがなくて悲くてね｡それで神様

に，明日どんな方法でもいいから，だれか

から自分が感謝されているのだと教えてく

「カ
ール・ネルソン！」

驚いた表情の

ファイル先生が

言いました｡

「25年ぶりじゃない！」

ださい。もしだれからも感謝を受けなか

ったら，この仕事を辞めて，小説家になり

ますってね｡そしたら今日
きょう

，何十年ぶりに

あなたが訪ねて来て感謝してくれたのよ。

……これ以上の祝福はないわ｡」

ファイル先生とそれ以上話す時間はあ

りませんでした。生徒たちがやって来た

ので，わたしは学校を後にしました。天

の御父がわたしを遣わして，御自分の子

供の一人をお助けになったことを思い，

謙遜
けんそん

になりました。ファイル先生とのこの

短い再会をつくづく思い返し，憐
あわ

れみ深

い天の御父は，どの教会に所属していよ

うと，だれであろうと，その祈りにこたえ

るためにわたしたちの生活に関与してく

ださるということを痛感しました｡■

カール・ネルソンはマサチューセッツ州

ヒンガムステーク，ヒンガムワードの会員

です｡
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あなたの知識を試してみましょう

1．聖徒たちがウィンタークォーター

ズを旅立つとき（教義と聖約136章参照），

ブリガム・ヤング会長は，100人，50人，

10人から成る部隊を編成しました。それ

ぞれの隊には隊長がいました。ヤング会

長が率いた，中心的な隊の名前は何でし

ょうか。

a．ブリガムの開拓者たち

b．シオンの陣営

c．イスラエルの陣営

2．ネブラスカ州ウィンタークォータ

ーズからソルトレーク盆地まで車でどれ

くらいかかるでしょうか。

a．約8時間

b．約15時間

c．約34時間

3．ヤング会長とその隊は，ウィンタ

ークォーターズからソルトレーク盆地ま

でどれくらいの期間，旅をしたでしょう

か。

a．約3か月

b．約5か月

c．約8か月

は，息子の誕生の知らせを受けた直後で

した。この曲を書いたとき，クレイトン

は間もなく家族と再会できることを知っ

ていたのです。クレイトンは，実は昔か

らあったメロディーに新しい詞を書いた

のです。この新しい歌詞は，移動中の聖

徒たちの間に，瞬く間に知れ渡りました。

苦しい旅を乗り切るために，聖徒たちは，

志気を高める歌が必要だったのです。

多くの開拓者が，旅を終えることなく

亡くなりました。しかし彼らの忠実さの

おかげで，今日
こんにち

わたしたちは幸福な時代

に生きているのです。わたしたちには，

忠実さという開拓者たちの伝統を受け継

ぎ，「すべては善し」と声を上げる義務

があります（『賛美歌』17番）。

ノーブー吹奏楽団

ソルトレーク盆地への旅は，悲しみと

苦難だけで占められていたわけではあり

ません。聖徒たちは，困難な境遇にもか

かわらず，喜びに満ちていました。西部

へ向かう途中，機会をとらえては，

度々歌やダンスを楽しんだのです。

1842年初頭，ウィリアム・ピット

率いるノーブー吹奏楽団は，ノーブ

ー隊の行軍訓練や特別な行事で演奏

しました。聖徒たちがノーブーを離

れたときには，その道中での娯楽を

提供しました。旅の途中立ち寄った

アイオワでは，住民の前で演奏すること

もありました。こうして楽団のメンバー

は金銭を稼ぎ，乏しい人たちの必要を満

たしたのです。西へ向かう途上で，ノー

ブー吹奏楽団のメンバーは次第にそれぞ

れの進路をたどるようになりましたが，

後にユタ州で再結成を果たし，しばらく

の間ともに演奏しました。

「恐れず来たれ，聖徒」

「恐れず来たれ，聖徒」という賛美歌

は，多くの教会員にとって，開拓者をた

たえる歌と考えられていることでしょ

う。この賛美歌は，1846年にノーブーを

出発した最初の隊の一員が書いたもので

す。

ウィリアム・クレイトンは，妻のこと

が気がかりでした。身重で，旅をするこ

とができなかった妻を，ノーブーに残し

たまま旅立たなければならなかったので

す。「恐れず来たれ，聖徒」を書いたの

御存じでしたか？

答え──　1. c，2. b，3. a

「1847年の開拓者

たちは……生命維

持に欠かせない新

鮮な水を提供して

くれる川筋に沿っ

て西を目指しまし

た。……わたした

ちも現世の旅を続けるとき，信仰を

新たにし努力を維持できるように，キ

リストの生ける水に沿って歩み，その

恵みにあずかる必要があります。」

十二使徒定員会会員
M・ラッセル・バラード長老
「旅について何も恐れる必要はない」
『聖徒の道』1997年7月号，69
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最も思い出深いクリスマスの体験談を募集しています
特に記憶に残っているクリスマスの経験はありませんか。人々を鼓舞し，

クリスマスの精神を抱かせる経験を紹介してください。

Christmas Memories, Liahona, Room 2420, 50 East North

Temple Street, Salt Lake City, UT 84150-3220, USA

またはEメールでcur-liahona-imag@ldschurch.orgまで

お送りください。あなたの氏名，住所，電話番号，ワード／

支部名，ステーク／地方部名を明記してください。

レッスンのためのアイデア

●「信仰をたどって」16ページ――ジョセフ・B・ワースリン長老は，わたし

たちが先駆者に恩義を受けていることを思い起こさせています。そして人々に

奉仕することで少しずつその恩を返すよう提案しています。あなたと家族がど

のように奉仕できるか話し合ってください。次回の家庭の夕べまでに達成でき

るよう具体的な奉仕目標を立てます。奉仕するとき，犠牲と無私の精神こそが，

わたしたちと王国を建設するために犠牲を払った開拓者とを結ぶことを忘れな

いようにしましょう。

●「栄光ある卒業」34ページ――末日聖徒として，「標準を掲げる」機会につ

いて話し合ってください。わたしたちの選択は，周囲の人々にどのような良い

影響または悪影響を与え得るでしょうか。

●「いのりという命づな」F2ページ――ジェームズ・E・ファウスト副管長は，

家のすぐそばに爆弾が落ちた家族について話しています。爆弾処理隊は爆弾が

なぜ不発だったか不思議に思いました。しかし，この家族には理由が分かって

いました。家族がともに祈るとき，どのようなことが起こるか話し合ってくだ

さい。

今月号に採り上げられているテーマ
Fは『フレンド』の略

イエス・キリスト ………26，F4，F7

祈り …………………………………F2

癒
いや

し …………………………………F7

教え………………………………42，48

改宗・改心……………………………42

開拓者 ……8，16，36，47，F10，F13

家族関係 …………………2，F2，F16

家庭の夕べ……………………………48

家庭訪問………………………………25

感謝……………………………………42

犠牲 ……………………………21，F10

逆境……………………………………42

教会歴史………………………………47

芸術 ……………………………………8

結婚 ……………………………………2

使徒 ……………………………31，F4

指導性 …………………………48，F4

従順 ……………………………25，F14

障害……………………………………42

初等協会 ……………………………F14

信仰 ……………………………16，F16

神殿と神殿活動

………………2，8，22，26，F9，F10

新約聖書 …………………31，F4，F7

聖文研究 ………………………31，F14

世界に広がる教会……………………36

備え………………………………22，25

知恵の言葉……………………………34

標準……………………………………34

復活……………………………………26

奉仕………………………………21，42

ホームティーチング …………………7

模範………………………………16，34.
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『リアホナ』
2003年7月号
の活用法

写真／ケリー・ラーセン，写真はイメージです。
背景の写真／フロイド・ホールドマン，トム・ホールドマン
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ネブラスカ州ウィンター
クォーターズ神殿のステンドグラスは，

聖文を題材にしている。
上――救い主は「わたしはぶどうの木」と

教えられた（ヨハネ15：5）。
表紙――エッチングを施した

このステンドグラスは，旧約聖書の
アロン神権の物語を思い出させる。
「モーセが，あかしの幕屋に
はいって見ると，レビの家のために
出したアロンのつえは芽をふき，

つぼみを出し，花が咲いて，あめんどう
の実を結んでいた。」（民数17：8）

「歴史の断片，光のかけら」8ページ参照
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